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�

旧6月25日にあたる8月12日は町内各地で綱引きが行われた（写真は我謝の綱引き）�

今回の表紙題字：西原町文化協会書道部　宮里華秀（峯子）さん�

●平成24年度一般会計補正予算�

●平成24年度特別会計補正予算�

●条例改正等�

●町道路線の認定・工事請負�

●陳情・意見書・同意�

●その他報告・第３回臨時会�

●一般質問�

●正副議長・委員長研修会　ほか�
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町民と議会を結ぶ情報誌�

９月定例会のご案内　9月13日（木）午前10時　開会予定�
詳しい日程の�
お問い合せは�
議会事務局へ�

2012（平成24） 年９月１日発行 第53号  （１６）西 原 町 議 会 だ よ り

議　員　活　動�議　員　活　動�

　正副議長と常任委員会・議会運営委員会の正副委員
長を対象にした県町村議会議長会主催による研修会が、
ちゃたんニライセンターで開催され、８人の議員と議
会事務局から１人の職員が参加しました。�

日時：平成24年８月８日（水）　13：30～16：45    �
場所：ちゃたんニライセンター（北谷町）�

　【内容】�

①沖縄県議会における議会改革の取組み   �
　講師：嘉陽安昭（かよう・やすあき、沖縄県議会事務局長）�

②沖縄が抱える問題と安全保障    �
　講師：孫崎　亨（まごさき・とおる、元防衛大学校教授、元外交官）�

正正副議長・正副委員長研修会�正副議長・正副委員長研修会�正副議長・正副委員長研修会�正副議長・正副委員長研修会�正副議長・正副委員長研修会�

真部　朗　沖縄防衛局長に意見書を手交す
る儀間議長�

　
西
原
町
議
会
で
は
、
六
月
定
例
会
最
終

日
の
六
月
二
十
一
日
に
、
『
垂
直
離
着
陸

輸
送
機
Ｍ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
の
普
天
間

飛
行
場
配
備
計
画
に
断
固
反
対
す
る
抗
議

決
議
』
を
議
決
し
、
議
会
閉
会
後
、
沖
縄

防
衛
局
に
向
か
い
、
沖
縄
防
衛
局
長
の
真

部 

朗
氏
に
対
し
、
意
見
書
を
手
交
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
真
部
沖
縄
防
衛
局
長
に
、

Ｍ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
計
画
の
撤

回
、
普
天
間
飛
行
場
の
早
期
閉
鎖
・
返
還

等
に
つ
い
て
、
強
く
要
求
し
ま
し
た
。�

お知らせ�

西西原原町町長長選選挙挙・・町町議議会会議議員員補補欠欠選選挙挙��西西原原町町長長選選挙挙・・町町議議会会議議員員補補欠欠選選挙挙��西原町長選挙・町議会議員補欠選挙�西原町長選挙・町議会議員補欠選挙�
　町議員に欠員が生じたため、公職選挙法第113条第
３項第3号の規定に基づき、任期満了に伴う「西原町
長選挙」と「西原町議会議員補欠選挙」が同時執行さ
れますのでお知らせします。�

【西原町長選挙、町議会議員補欠選挙】   �
　　　　告示日：平成24年９月４日（火）�
　　　　投票日：平成24年９月９日（日）�
《お問い合わせ》�

西原町選挙管理委員会　明るい選挙推進協議会　電話945-5011（内線112）�
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みみんんななでで参参加加ししよようう！！��

NNOOオオススププレレイイ��
        沖沖縄縄県県民民大大会会��

みみんんななでで参参加加ししよようう！！��

NNOOオオススププレレイイ��
        沖沖縄縄県県民民大大会会��

みんなで参加しよう！�

NOオスプレイ�
    沖縄県民大会�

9月9日（日）�
午前11時開会（雨天決行）�
　�

宜野湾海浜公園 多目的広場�

と き�

ところ�

 ６月議会の傍聴者　延べ人数16人　 議会だよりに対するご意見、ご要望がありましたら議会事務局へお問い合せください。

◇
二
〇
一
〇
年
九
月
議
会
の
第

　

号
か
ら
、
今
回
の
第　

号
ま

４６

５３

で
の
二
年
間
の
「
議
会
だ
よ
り
」

発
行
で
、
現
委
員
の
議
会
広
報

特
別
委
員
会
の
任
期
は
終
了
致

し
ま
し
た
。
次
号
か
ら
は
、
新

た
な
委
員
構
成
で
お
届
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、

創
刊
以
来
、
十
三
年
の
月
日
が

経
つ
か
と
思
い
ま
す
が
、
議
会

の
動
き
や
働
き
を
、
町
民
の
皆

様
に
知
ら
し
め
る
一
つ
の
役
目

で
あ
り
、
又
、
町
民
に
と
っ
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

や
議
会
傍
聴
と
合
わ
せ
、
議
会

の
内
実
を
知
る
一
つ
の
手
段
で

す
。
ど
う
か
、
多
く
の
町
民
が

関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
読
ま
れ
る

こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
そ
れ

に
応
え
る
べ
く
、
広
報
委
員
会

の
責
務
は
言
う
に
及
ば
ず
で
す
。

◇
新
庁
舎
建
設
が
、
い
よ
い
よ

開
始
さ
れ
ま
す
。
町
民
本
位
の

町
政
運
営
を
司
る
本
丸
は
、
町

民
の
理
解
と
関
心
が
必
要
。

　

新
し
い
議
会
棟
に
入
る
議
会

議
員
も
又
、
町
民
目
線
で
、
し
っ

か
り
町
政
の
監
視
と
町
政
の
提

言
を
行
な
う
責
務
を
痛
感
す
る
。
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歳入歳出それぞれ6億1,938万5千円を追加�

総額131億2,938万5千円�
可決�特別会計補正予算�

国民健康保険�

歳入歳出それぞれ905万7千円を減額�

総額をそれぞれ53億3,271万9千円に�
�
�
　歳入の款の収入額調整�
と歳出の総務費の減は、�
人事異動に伴う給与費の�
減による。�

水 道 事 業 �

収益的支出の水道事業費の�
営業費用の予定額に�

135万1千円を増額�
�
�
　人事異動に伴う職員の�
給与費の増による。�

介 護 保 険�

歳入歳出それぞれ644万2千円を追加�

総額をそれぞれ16億7,019万円に�
�
�
　人事異動に伴う職員の�
給与費の増による。�

公共下水道事業�

歳入歳出それぞれ823万9千円を追加�

総額をそれぞれ6億9,663万9千円に�
�
�
　歳入の繰越金�
等の増と職員手�
当の減を予備費�
に繰入れる。�

土地区画整理事業�

歳入歳出それぞれ127万4千円を追加�

総額をそれぞれ6億9,730万円に�
�
�
　歳入は繰越費の増に�
よる一般会計繰入金の�
減、歳出は管理費の減�
と事業費の増による補�
正による。�

　�
【特別会計とは？】�

　特別会計は、国等が特定の事業を行う場合や特

定の資金を運用する場合などに設けられています。�

　特別会計を設ける意義としては、�

①事業の内容や性格によっては、受益と負担の関

係や事業毎の収支をより明確にすることができる�

②それにより、適正な受益者負担、事業収入の確

保や歳出削減努力を促すことができる�

③特別会計の特例である弾力条項や特例的規定の

設置等により、弾力的・効率的な運営が可能と

なる�

といった点が挙げられます。�

こ　こ　が　ポ　イ　ン　ト　！�

平成24年度�平成24年度�
減� 増�

増�増�

増�
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平成24年度�

一
般
会
計
補
正
予
算�

原案可決!

△99万4千円（総額21億4,936万9千円）�
学校支援地域本部事業国庫補助金�
�
4億2,864万1千円（総額18億7,946万1千円)�
沖縄振興特別推進交付金�

�
39万9千円（総額40万2千円)�
人材育成会への指定寄付�

�
3,000万円（総額6億1,502万1千円)�
財政調整基金からの繰り入れ�

�
1億6,889万3千円（総額2億1,889万3千円)�
前年度繰越金�

�

国庫支出金�

�

県 支 出 金 �

�

寄　付　金�

�

繰　入　金�

�

繰　越　金�

減�

増�

増�

増�

増�

主な歳入�

主な歳出�

歳歳入入歳歳出出そそれれぞぞれれ66億億11,,993388万万55千千円円をを追追加加��

総総額額113311億億22,,993388万万55千千円円��
歳入歳出それぞれ6億1,938万5千円を追加�

総額131億2,938万5千円�
平成24年６月定例会で可決された一般会計補正予算の概略は下記のとおり。�

議会費�
△95万4千円�
（総額1億4,208万7千円)�
人事異動に伴う職員給与等�

総務費�

3億707万7千円�
（総額34億6,704万4千円)�
地域防災行政無線システム�
整備工事、防災マップ作成�
沖縄振興特別推進交付金�
総務課、会計課の人事異動�
に伴う職員給与費�

民生費�
2億3,594万円�
（総額42億9,895万2千円)�
国民健康保険特別会計繰出事業、�
沖縄振興特別推進交付金�
福祉課の人事異動に伴う職員給与費等�

衛生費�
△671万円�
（総額6億4,145万2千円)�
東部清掃施設組合負担金�
�

教育費�
7,872万8千円�
（総額12億4,598万5千円)�
沖縄振興特別推進交付金�
小学校、中学校、教育総務�
課、学校教育課、幼稚園、�
生涯学習課、学校給食調理�
場、図書館、中央公民館、�
町民体育館等の人事異動等�
に伴う職員給与費�

農林水産業費�
120万9千円�
（総額1億103万5千円)�
産業課、農業委員会事務局�
の人事異動に伴う職員給与�
費等�
農業振興事務運営事業�

土木費�
229万1千円�
（総額16億2,066万6千円)�
都市計画事務運営事業、�
職員給与費等�
�

減� 減�減�
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【西原町長選挙、町議会議員補欠選挙】   �
　　　　告示日：平成24年９月４日（火）�
　　　　投票日：平成24年９月９日（日）�
《お問い合わせ》�

西原町選挙管理委員会　明るい選挙推進協議会　電話945-5011（内線112）�
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みみんんななでで参参加加ししよようう！！��

NNOOオオススププレレイイ��
        沖沖縄縄県県民民大大会会��

みみんんななでで参参加加ししよようう！！��

NNOOオオススププレレイイ��
        沖沖縄縄県県民民大大会会��

みんなで参加しよう！�

NOオスプレイ�
    沖縄県民大会�

9月9日（日）�
午前11時開会（雨天決行）�
　�

宜野湾海浜公園 多目的広場�

と き�

ところ�

 ６月議会の傍聴者　延べ人数16人　 議会だよりに対するご意見、ご要望がありましたら議会事務局へお問い合せください。

◇
二
〇
一
〇
年
九
月
議
会
の
第

　

号
か
ら
、
今
回
の
第　

号
ま

４６

５３

で
の
二
年
間
の
「
議
会
だ
よ
り
」

発
行
で
、
現
委
員
の
議
会
広
報

特
別
委
員
会
の
任
期
は
終
了
致

し
ま
し
た
。
次
号
か
ら
は
、
新

た
な
委
員
構
成
で
お
届
け
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、

創
刊
以
来
、
十
三
年
の
月
日
が

経
つ
か
と
思
い
ま
す
が
、
議
会

の
動
き
や
働
き
を
、
町
民
の
皆

様
に
知
ら
し
め
る
一
つ
の
役
目

で
あ
り
、
又
、
町
民
に
と
っ
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

や
議
会
傍
聴
と
合
わ
せ
、
議
会

の
内
実
を
知
る
一
つ
の
手
段
で

す
。
ど
う
か
、
多
く
の
町
民
が

関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
読
ま
れ
る

こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。
そ
れ

に
応
え
る
べ
く
、
広
報
委
員
会

の
責
務
は
言
う
に
及
ば
ず
で
す
。

◇
新
庁
舎
建
設
が
、
い
よ
い
よ

開
始
さ
れ
ま
す
。
町
民
本
位
の

町
政
運
営
を
司
る
本
丸
は
、
町

民
の
理
解
と
関
心
が
必
要
。

　

新
し
い
議
会
棟
に
入
る
議
会

議
員
も
又
、
町
民
目
線
で
、
し
っ

か
り
町
政
の
監
視
と
町
政
の
提

言
を
行
な
う
責
務
を
痛
感
す
る
。
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盛
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歳入歳出それぞれ6億1,938万5千円を追加�

総額131億2,938万5千円�
可決�特別会計補正予算�

国民健康保険�

歳入歳出それぞれ905万7千円を減額�

総額をそれぞれ53億3,271万9千円に�
�
�
　歳入の款の収入額調整�
と歳出の総務費の減は、�
人事異動に伴う給与費の�
減による。�

水 道 事 業 �

収益的支出の水道事業費の�
営業費用の予定額に�

135万1千円を増額�
�
�
　人事異動に伴う職員の�
給与費の増による。�

介 護 保 険�

歳入歳出それぞれ644万2千円を追加�

総額をそれぞれ16億7,019万円に�
�
�
　人事異動に伴う職員の�
給与費の増による。�

公共下水道事業�

歳入歳出それぞれ823万9千円を追加�

総額をそれぞれ6億9,663万9千円に�
�
�
　歳入の繰越金�
等の増と職員手�
当の減を予備費�
に繰入れる。�

土地区画整理事業�

歳入歳出それぞれ127万4千円を追加�

総額をそれぞれ6億9,730万円に�
�
�
　歳入は繰越費の増に�
よる一般会計繰入金の�
減、歳出は管理費の減�
と事業費の増による補�
正による。�

　�
【特別会計とは？】�

　特別会計は、国等が特定の事業を行う場合や特

定の資金を運用する場合などに設けられています。�

　特別会計を設ける意義としては、�

①事業の内容や性格によっては、受益と負担の関

係や事業毎の収支をより明確にすることができる�

②それにより、適正な受益者負担、事業収入の確

保や歳出削減努力を促すことができる�

③特別会計の特例である弾力条項や特例的規定の

設置等により、弾力的・効率的な運営が可能と

なる�

といった点が挙げられます。�

こ　こ　が　ポ　イ　ン　ト　！�

平成24年度�平成24年度�
減� 増�

増�増�

増�
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平成24年度�

一
般
会
計
補
正
予
算�

原案可決!

△99万4千円（総額21億4,936万9千円）�
学校支援地域本部事業国庫補助金�
�
4億2,864万1千円（総額18億7,946万1千円)�
沖縄振興特別推進交付金�

�
39万9千円（総額40万2千円)�
人材育成会への指定寄付�

�
3,000万円（総額6億1,502万1千円)�
財政調整基金からの繰り入れ�

�
1億6,889万3千円（総額2億1,889万3千円)�
前年度繰越金�

�

国庫支出金�

�

県 支 出 金 �

�

寄　付　金�

�

繰　入　金�

�

繰　越　金�

減�

増�

増�

増�

増�

主な歳入�

主な歳出�

歳歳入入歳歳出出そそれれぞぞれれ66億億11,,993388万万55千千円円をを追追加加��

総総額額113311億億22,,993388万万55千千円円��
歳入歳出それぞれ6億1,938万5千円を追加�

総額131億2,938万5千円�
平成24年６月定例会で可決された一般会計補正予算の概略は下記のとおり。�

議会費�
△95万4千円�
（総額1億4,208万7千円)�
人事異動に伴う職員給与等�

総務費�

3億707万7千円�
（総額34億6,704万4千円)�
地域防災行政無線システム�
整備工事、防災マップ作成�
沖縄振興特別推進交付金�
総務課、会計課の人事異動�
に伴う職員給与費�

民生費�
2億3,594万円�
（総額42億9,895万2千円)�
国民健康保険特別会計繰出事業、�
沖縄振興特別推進交付金�
福祉課の人事異動に伴う職員給与費等�

衛生費�
△671万円�
（総額6億4,145万2千円)�
東部清掃施設組合負担金�
�

教育費�
7,872万8千円�
（総額12億4,598万5千円)�
沖縄振興特別推進交付金�
小学校、中学校、教育総務�
課、学校教育課、幼稚園、�
生涯学習課、学校給食調理�
場、図書館、中央公民館、�
町民体育館等の人事異動等�
に伴う職員給与費�

農林水産業費�
120万9千円�
（総額1億103万5千円)�
産業課、農業委員会事務局�
の人事異動に伴う職員給与�
費等�
農業振興事務運営事業�

土木費�
229万1千円�
（総額16億2,066万6千円)�
都市計画事務運営事業、�
職員給与費等�
�

減� 減�減�

増� 増�

増� 増�

増�

減� 減�

増�

増�

増� 増�

増�

増�

増�

増�

増�

増�
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平園１号線　総延長 151ｍ�
平園２号線　総延長   31ｍ�

　平園地域内の連絡路、防災道路として、また９区児童公園

へのアクセス道路として町道として認定を行い、一体的に整

備する必要があるため。�

契 約 金 額：�
�
契約の相手：�

契約の方法：�

工 事 期 間：�

契 約 金 額：�
�
契約の相手：�

契約の方法：�

工 事 期 間：�

契 約 金 額：�
�
契約の相手：�

契約の方法：�

工 事 期 間：�

４, ６４１万円�
�
有限会社 燕 建 設（西原町呉屋）等級Ａ �

指名競争入札�

平成２４年６月１４日～１２月２０日�

�

４, ８８２万５千円�
�
オキアス建設 株式会社（西原町呉屋）等級Ｂ �

指名競争入札�

平成２５年６月１４日～１月１０日�

５, ２３０万５００円�
�
株式会社 美 善 建 設（西原町棚原）等級Ａ �

指名競争入札�

平成２４年６月１４日～平成２５年１月１８日�

町道路線　認定の�の�

可決�

可決�

可決�

可決�
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の�

暴力団排除条例（改正）�
　公共事業が暴力団の資金源につながっていたケースが県内で発生していたことを踏ま

え、公共事業の下請け業者についても暴力団排除条例を適用し、適切な措置を講ずるこ

とができるように、一部を改正するもの。�

可決�

外国人登録法の廃止に伴う�
関係条例の整備に関する条例�
　出入国管理及び難民認定法及び日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者

等の出入国管理に関する特例法の一部を改正する等の法律の施行、及び外国人登録法の

廃止に併せ、外国人住民も住民基本台帳法の適用対象に加えるための一部改正が行われ、

平成24年７月９日から施行されるために関係条例の一部を改正するもの。�

可決�

部設置条例（改正)
　これまでの総合計画に替わって、平成24年度から【西原町まちづくり基本条例】が

施行されたことにより、分掌事務の規程で、「総合計画及び調整」を「まちづくりの推

進及び総合調整」の改めるもの。�

可決�

総合計画審議会条例を廃止する条例�
　これまでの総合計画に替わって、平成24年度から【西原町まちづくり基本条例】が

施行されたことにより、不要になったために廃止するもの。�

可決�

固定資産税の課税免除に関する条例（新規）�
　沖縄振興特例措置法の一部が改正され、平成24年４月１日から施行されたことに伴

い、これまでの【西原町産業高度化地域における課税免除に関する条例】、【西原町情報

通信産業振興地域における課税免除に関する条例】、【西原町観光振興地域における課税

免除に関する条例】を廃止し、これまでの条例を一つの条例に一本化して制定するもの。�

可決�
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全会
一致
�

垂直離着陸輸送機ＭＶ22オスプレイの普天間飛行場�

配備計画に断固反対する抗議決議・意見書�

垂直離着陸輸送機ＭＶ22オスプレイの普天間飛行場�

配備計画に断固反対する抗議決議・意見書�

�

　復帰40周年の節目の年に、激しい怒りをもって「普天間飛行場の早期閉鎖・返還とあらゆる県内移

設に反対」している沖縄県民の思いを、嘲笑うかのように日米両政府は、米海兵隊・垂直離着陸輸送機

ＭＶ22オスプレイを、普天間飛行場に本格配備する計画を着々と進めている。��

　オスプレイは、開発段階から墜落死亡事故などが多発し、危険性が再三再四指摘されてきたが、実際

に去る４月11日にモロッコで死亡者が出る墜落事故を起こしたばかりか、６月13日にも米国内で墜落

事故を立て続けに起こしている。恐れていたことが現実となり、県民に大きな衝撃と恐怖を与えている�

　オスプレイの安全性を強調していた政府の説明は、完全に失墜したにもかかわらず、森本防衛大臣は、

同計画を押し進めようとしている。日本政府の米国追従の姿勢と沖縄への構造的差別に対して、激しい

憤りを禁じ得ない。��

　そもそも、普天間飛行場の移設問題の本質は、住宅地の中心に存在する「世界一危険な」同飛行場の

早急な危険性の除去にある。世界一危険な普天間飛行場に、墜落死亡事故が多発している危険極まりな

いオスプレイを配備する同計画は、まさに「危険性の機能強化」であり、断じて許されるものではない。

まさに、県民の生命と人権の軽視であり、愚弄であり、怒りをもって同計画を糾弾する。��

　よって、本町議会は、町民の生命、財産、日常生活の安全と平穏を守る立場から、下記事項について

強く要求する。�　　��

記�
��

　１　日米両政府は、ＭＶ22オスプレイの普天間飛行場配備計画を撤回すること。��

　２　日米両政府は、普天間飛行場の危険性除去のため、早期閉鎖・返還すること。��

　３　日米両政府は、普天間飛行場の閉鎖・返還時期を明確にすること。��

　４　日米両政府は、沖縄県の基地負担軽減を着実に実施すること。��

��
　　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。��
��
2012年６月21日�

沖縄県西原町議会　�
あて先�
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、沖縄及び北方担当大臣、�
　外務省特命全権大使（沖縄担当）、沖縄防衛局長�
�
※抗議決議のあて先は�
　米国大統領、米国務省長官、米国防総省長官、米国務省日本部長、駐日米国大使、在沖米国総領事�

【陳情・要請等の審議結果】

結  　果件　　　　　　　　　名

審議未了住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を求める陳情について

採　　択「こころの健康を守り推進する基本法」の制定を求める意見書採択のお願い

不 採 択私有財産の公衆用道路への潰れ地補償問題

採　　択駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する陳情
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陳
情
・
要
請
・
意
見
書
　
※
文
面
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

採
択
・
可
決�

全会
一致
�

「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」�

の制定に関する陳情・意見書�

「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」�

の制定に関する陳情・意見書�

�

�

　心身の健康は、一人一人の国民の基本的な権利であり、社会の活力と発展の基盤をなすもの

である。しかし、現在のわが国は、平成10年から毎年3万人以上の方々が自殺によって命を

なくし、平成20年の厚生労働省調査では320万人を超える方々、つまり国民のおよそ40人

に1人が精神疾患のために医療機関を受診しているという「国民のこころの健康危機」と言

える状況にある。自殺はもちろんのこと、引きこもりや虐待、路上生活など多くの社会問題の

背景にも、こころの健康の問題が大きく関与している。�

　世界保健機関（ＷＨＯ）の指標でも、先進国において命と生活に最も影響するのは精神疾患

であることが明らかとなっている。我が国においては、自殺やうつ病がなくなった場合の経済

的便益は、単年で約2兆7千億円という推計がされ、がんや脳卒中とともに5大疾病とする

方針が厚生労働省において示されるなど、こころの健康への対応が強く求められているが、精

神保健・医療・福祉サービスの現状は、国民ニーズにまだまだ十分にこたえられるものとはなっ

ていない。�

　こころの健康危機を克服し、安心して生活ができる社会、発展と活力ある社会を実現するた

めには、心の健康を国の最重要課題の一つと位置づけ、5大疾病の時代にふさわしい基本法を

制定し、総合的で長期的な施策を実行することが必要である。�

　国会及び政府に対し、その重要性にふさわしく、すべての国民を対象とし、こころの健康に

ついての総合的で長期的な政策と、そのために必要となる財源等を保障する「こころの健康を

守り推進する基本法（仮称）」を制定するよう要請を受け採択し、意見書を可決した。�

全会
一致
�
駐留軍関係離職者等臨時措置法の�

有効期限延長に関する陳情・意見書�

駐留軍関係離職者等臨時措置法の�

有効期限延長に関する陳情・意見書�

�

�

　「駐留軍関係離職者等臨時措置法」は、平成25年5月16日で有効期限を迎える。駐留軍

雇用は、米国の軍事政策や国際情勢等に影響を受ける特殊な職場環境下にあり、本質的には

不安定な状況に置かれている。��

　平成18年5月の在日米軍再編に関する最終報告で、「普天間飛行場の移設や在沖海兵隊の

グアム移転及び嘉手納以南の基地返還」等が合意されている。5つの対象施設には3,862名

（平成24年3月末）、海兵隊施設には、4,977名（平成24年3月末）の従業員が勤務し、状

況如何によっては、雇用継続が困難となる事態も懸念される。��

　一方、全国の失業率は４％台で推移しているが、県内の失業率は全国の約２倍で推移し、

雇用情勢は極めて深刻な状況にあり、駐留軍関係離職者の再就職・自活の道は容易ではない。

そうした中で駐留軍労働者の解雇が発出されると、県経済に与える影響は大きく地域的な雇

用情勢は、パニック状態に陥る事は明らかである。��

　有効期限を迎える駐留軍関係離職者等臨時措置法の再延長については、なお一層の配慮が

必要であり、同法の再延長実現を求めること等の要請を受け採択し、意見書を可決した。�
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平園１号線　総延長 151ｍ�
平園２号線　総延長   31ｍ�

　平園地域内の連絡路、防災道路として、また９区児童公園

へのアクセス道路として町道として認定を行い、一体的に整

備する必要があるため。�

契 約 金 額：�
�
契約の相手：�

契約の方法：�

工 事 期 間：�

契 約 金 額：�
�
契約の相手：�

契約の方法：�

工 事 期 間：�

契 約 金 額：�
�
契約の相手：�

契約の方法：�

工 事 期 間：�

４, ６４１万円�
�
有限会社 燕 建 設（西原町呉屋）等級Ａ �

指名競争入札�

平成２４年６月１４日～１２月２０日�

�

４, ８８２万５千円�
�
オキアス建設 株式会社（西原町呉屋）等級Ｂ �

指名競争入札�

平成２５年６月１４日～１月１０日�

５, ２３０万５００円�
�
株式会社 美 善 建 設（西原町棚原）等級Ａ �

指名競争入札�

平成２４年６月１４日～平成２５年１月１８日�

町道路線　認定の�の�

可決�

可決�

可決�

可決�
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の�

暴力団排除条例（改正）�
　公共事業が暴力団の資金源につながっていたケースが県内で発生していたことを踏ま

え、公共事業の下請け業者についても暴力団排除条例を適用し、適切な措置を講ずるこ

とができるように、一部を改正するもの。�

可決�

外国人登録法の廃止に伴う�
関係条例の整備に関する条例�
　出入国管理及び難民認定法及び日本国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者

等の出入国管理に関する特例法の一部を改正する等の法律の施行、及び外国人登録法の

廃止に併せ、外国人住民も住民基本台帳法の適用対象に加えるための一部改正が行われ、

平成24年７月９日から施行されるために関係条例の一部を改正するもの。�

可決�

部設置条例（改正)
　これまでの総合計画に替わって、平成24年度から【西原町まちづくり基本条例】が

施行されたことにより、分掌事務の規程で、「総合計画及び調整」を「まちづくりの推

進及び総合調整」の改めるもの。�

可決�

総合計画審議会条例を廃止する条例�
　これまでの総合計画に替わって、平成24年度から【西原町まちづくり基本条例】が

施行されたことにより、不要になったために廃止するもの。�

可決�

固定資産税の課税免除に関する条例（新規）�
　沖縄振興特例措置法の一部が改正され、平成24年４月１日から施行されたことに伴

い、これまでの【西原町産業高度化地域における課税免除に関する条例】、【西原町情報

通信産業振興地域における課税免除に関する条例】、【西原町観光振興地域における課税

免除に関する条例】を廃止し、これまでの条例を一つの条例に一本化して制定するもの。�

可決�
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全会
一致
�

垂直離着陸輸送機ＭＶ22オスプレイの普天間飛行場�

配備計画に断固反対する抗議決議・意見書�

垂直離着陸輸送機ＭＶ22オスプレイの普天間飛行場�

配備計画に断固反対する抗議決議・意見書�

�

　復帰40周年の節目の年に、激しい怒りをもって「普天間飛行場の早期閉鎖・返還とあらゆる県内移

設に反対」している沖縄県民の思いを、嘲笑うかのように日米両政府は、米海兵隊・垂直離着陸輸送機

ＭＶ22オスプレイを、普天間飛行場に本格配備する計画を着々と進めている。��

　オスプレイは、開発段階から墜落死亡事故などが多発し、危険性が再三再四指摘されてきたが、実際

に去る４月11日にモロッコで死亡者が出る墜落事故を起こしたばかりか、６月13日にも米国内で墜落

事故を立て続けに起こしている。恐れていたことが現実となり、県民に大きな衝撃と恐怖を与えている�

　オスプレイの安全性を強調していた政府の説明は、完全に失墜したにもかかわらず、森本防衛大臣は、

同計画を押し進めようとしている。日本政府の米国追従の姿勢と沖縄への構造的差別に対して、激しい

憤りを禁じ得ない。��

　そもそも、普天間飛行場の移設問題の本質は、住宅地の中心に存在する「世界一危険な」同飛行場の

早急な危険性の除去にある。世界一危険な普天間飛行場に、墜落死亡事故が多発している危険極まりな

いオスプレイを配備する同計画は、まさに「危険性の機能強化」であり、断じて許されるものではない。

まさに、県民の生命と人権の軽視であり、愚弄であり、怒りをもって同計画を糾弾する。��

　よって、本町議会は、町民の生命、財産、日常生活の安全と平穏を守る立場から、下記事項について

強く要求する。�　　��

記�
��

　１　日米両政府は、ＭＶ22オスプレイの普天間飛行場配備計画を撤回すること。��

　２　日米両政府は、普天間飛行場の危険性除去のため、早期閉鎖・返還すること。��

　３　日米両政府は、普天間飛行場の閉鎖・返還時期を明確にすること。��

　４　日米両政府は、沖縄県の基地負担軽減を着実に実施すること。��

��
　　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。��
��
2012年６月21日�

沖縄県西原町議会　�
あて先�
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、沖縄及び北方担当大臣、�
　外務省特命全権大使（沖縄担当）、沖縄防衛局長�
�
※抗議決議のあて先は�
　米国大統領、米国務省長官、米国防総省長官、米国務省日本部長、駐日米国大使、在沖米国総領事�

【陳情・要請等の審議結果】

結  　果件　　　　　　　　　名

審議未了住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を求める陳情について

採　　択「こころの健康を守り推進する基本法」の制定を求める意見書採択のお願い

不 採 択私有財産の公衆用道路への潰れ地補償問題

採　　択駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する陳情
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陳
情
・
要
請
・
意
見
書
　
※
文
面
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

採
択
・
可
決�

全会
一致
�

「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」�

の制定に関する陳情・意見書�

「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」�

の制定に関する陳情・意見書�

�

�

　心身の健康は、一人一人の国民の基本的な権利であり、社会の活力と発展の基盤をなすもの

である。しかし、現在のわが国は、平成10年から毎年3万人以上の方々が自殺によって命を

なくし、平成20年の厚生労働省調査では320万人を超える方々、つまり国民のおよそ40人

に1人が精神疾患のために医療機関を受診しているという「国民のこころの健康危機」と言

える状況にある。自殺はもちろんのこと、引きこもりや虐待、路上生活など多くの社会問題の

背景にも、こころの健康の問題が大きく関与している。�

　世界保健機関（ＷＨＯ）の指標でも、先進国において命と生活に最も影響するのは精神疾患

であることが明らかとなっている。我が国においては、自殺やうつ病がなくなった場合の経済

的便益は、単年で約2兆7千億円という推計がされ、がんや脳卒中とともに5大疾病とする

方針が厚生労働省において示されるなど、こころの健康への対応が強く求められているが、精

神保健・医療・福祉サービスの現状は、国民ニーズにまだまだ十分にこたえられるものとはなっ

ていない。�

　こころの健康危機を克服し、安心して生活ができる社会、発展と活力ある社会を実現するた

めには、心の健康を国の最重要課題の一つと位置づけ、5大疾病の時代にふさわしい基本法を

制定し、総合的で長期的な施策を実行することが必要である。�

　国会及び政府に対し、その重要性にふさわしく、すべての国民を対象とし、こころの健康に

ついての総合的で長期的な政策と、そのために必要となる財源等を保障する「こころの健康を

守り推進する基本法（仮称）」を制定するよう要請を受け採択し、意見書を可決した。�

全会
一致
�
駐留軍関係離職者等臨時措置法の�

有効期限延長に関する陳情・意見書�

駐留軍関係離職者等臨時措置法の�

有効期限延長に関する陳情・意見書�

�

�

　「駐留軍関係離職者等臨時措置法」は、平成25年5月16日で有効期限を迎える。駐留軍

雇用は、米国の軍事政策や国際情勢等に影響を受ける特殊な職場環境下にあり、本質的には

不安定な状況に置かれている。��

　平成18年5月の在日米軍再編に関する最終報告で、「普天間飛行場の移設や在沖海兵隊の

グアム移転及び嘉手納以南の基地返還」等が合意されている。5つの対象施設には3,862名

（平成24年3月末）、海兵隊施設には、4,977名（平成24年3月末）の従業員が勤務し、状

況如何によっては、雇用継続が困難となる事態も懸念される。��

　一方、全国の失業率は４％台で推移しているが、県内の失業率は全国の約２倍で推移し、

雇用情勢は極めて深刻な状況にあり、駐留軍関係離職者の再就職・自活の道は容易ではない。

そうした中で駐留軍労働者の解雇が発出されると、県経済に与える影響は大きく地域的な雇

用情勢は、パニック状態に陥る事は明らかである。��

　有効期限を迎える駐留軍関係離職者等臨時措置法の再延長については、なお一層の配慮が

必要であり、同法の再延長実現を求めること等の要請を受け採択し、意見書を可決した。�
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可決！�

平成24年度西原町国民健康保険特別会計補正予算�

町議会�町議会�

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）

に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、編
集

委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。�

一
般
質
問�

「
自
主
防
災
意
識
」
を
高

め
る
た
め
に
も
、
行
政
が

各
行
政
区
に
防
災
訓
練
の
推
進

を
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

総
務
部
長　

行
政
区
で
現
在
防

災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
な
い
。
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
作
業
の
中
で
、
各
自
治
会

等
に
よ
る
防
災
訓
練
の
実
施
等

を
盛
り
込
む
予
定
。

桃
原
１
２
０
番
１
の
農

地
法
問
題
。
３
月
に
沖
縄

県
農
政
経
済
課
の
課
長
ら
担
当

者
が
現
場
視
察
を
行
い
、「
農

地
法
違
反
」
を
認
め
た
。
ど
こ

が
違
反
で
農
業
委
員
会
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
と
っ
た
の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

農
地

法
許
可
前
に
コ
ン
テ
ナ
及
び
重

機
が
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

違
反
内
容
。
違
反
に
対
し
て
、

法
に
基
づ
き
、
町
農
業
委
員
会

が
地
主
に
対
し
て
口
頭
及
び
文

書
で
違
反
中
止
勧
告
を
行
っ

た
。
ま
た
、
町
農
業
委
員
会
は
、

許
可
保
留
す
べ
き
と
い
う
意
見

書
を
付
し
て
県
に
進
達
し
た
。

現
場
視
察
で
、
申
請
地
の

隣
接
地
主
が
、「
去
年
こ

こ
に
ト
ラ
ッ
ク
で
土
を
持
っ
て

き
て
山
積
み
に
し
た
。　

台
ど

２０

こ
ろ
の
話
で
は
な
い
」
と
、
県

の
課
長
に
繰
り
返
し
述
べ
て
い

た
。
盛
り
土
は
、
農
地
法
違
反

で
は
な
い
の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

以
前

の
地
主
が
放
置
し
た
不
法
投
棄

等
も
含
め
て
実
態
把
握
さ
れ
て

い
な
い
状
況
だ
が
、
切
り
土
、

盛
り
土
は
違
反
に
当
た
ら
な
い

と
い
う
の
が
県
の
解
釈
。
た
だ
、

隣
接
地
主
が
被
害
を
こ
う
む
る

場
合
は
当
然
違
反
と
な
る
。

桃
原
区
及
び
安
室
区
民

を
ひ
じ
ょ
う
に
不
安
に

さ
せ
て
い
る
同
申
請
。
申
請
者

に
取
り
下
げ
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

本
人

も
い
ろ
い
ろ
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

現
状
の
中
で
、「
別
の
と
こ
ろ

で
や
り
た
い
」
と
い
う
話
し
も

出
て
は
い
た
が
、
結
果
的
に
取

り
下
げ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

去
る
３
月
議
会
で
、「
一

括
交
付
金
を
活
用
し
て
、

南
小
学
校
に
児
童
館
建
設
を
」

と
提
案
し
た
。
同
問
題
で
補
助

金
メ
ニ
ュ
ー
を
議
員
か
ら
提
案

し
た
の
は
初
め
て
だ
ろ
う
。
町

長
も
「
真
剣
に
検
討
し
た
い
」

と
答
弁
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
。

町
長　

建
設
場
所
の
問
題
、
そ

れ
か
ら
建
設
す
る
時
期
等
を
勘

案
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
早
目
の

着
工
、
推
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

桃原区の反対看板

呉屋　悟　議員

坂
田
小
学
校
不
足
教
室

対
策
に
つ
い
て
、
平
成　
２４

年
度
耐
力
度
調
査
の
実
施
時
期

は
。
又
、
今
後
平
成　

年
度
ま

２８

で
の
予
定
を
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
部
長　

耐
力
度
調
査
は
今

月
中
に
入
札
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
計
画
で
は

本
年
度
耐
力
度
調
査
、　

月
１１

頃
、
結
果
が
出
る
と
思
い
ま

す
。
平
成　

年
度
実
施
設
計
、

２６

　

年
度
、　

年
両
年
度
に
工
事

２７

２８

を
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

坂
田
小
学
校
ク
ー
ラ
ー

設
置
に
つ
い
て
、
８
教
室

に
ク
ー
ラ
ー
設
置
し
６
月
よ
り

稼
動
予
定
と
の
こ
と
で
す
が
、

稼
動
の
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

教
育
部
長　

平
成　

年
４
月
に

２４

発
注
し
、
５
月
の
末
に
完
成
し

て
お
り
ま
す
。
６
月
初
め
に
試

運
転
を
し
、
そ
の
測
定
調
査
で

は
１
時
間
運
転
し
た
ら
教
室
の

温
度
が　

度
、
湿
度　

％
、
約

２４

５５

　

％
程
度
が
改
善
さ
れ
て
い

１５る
。

耐
力
度
調
査
及
び
改
築

し
な
い
教
室
に
つ
い
て

は
防
衛
省
予
算
で
改
造
防
音
工

事
を
図
っ
て
い
く
と
の
事
で
す

が
、
一
括
交
付
金
の
活
用
で
防

音
工
事
が
出
来
な
い
か
伺
い
ま

す
。

教
育
部
長　

一
括
交
付
金
に
つ

い
て
は
既
存
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
活
用

が
で
き
な
い
。

一
括
交
付
金
に
つ
い
て
、

実
施
事
業
内
容
と
金
額

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
特
に
１

千
万
円
以
上
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　

今
年
度
の
一
括
交

付
金
は
６
億
５
千
万
円
の
配
分

と
な
っ
て
い
ま
す
。
防
災
道
路

整
備
事
業
、
西
原
台
団
地
入
口

整
備
１
、
１
９
８
万
２
千
円
。

道
路
等
環
境
整
備
事
業
、
１
、

０
２
０
万
円
。
公
園
樹
木
等
管

理
事
業
１
、
２
３
６
万
２
千

円
。
小
中
学
校
特
別
支
援
教
育

支
援
員
配
置
事
業
１
、
２
１
２

万
９
千
円
。
学
校
等
公
共
施
設

修
繕
事
業
１
、
６
４
５
万
７
千

円
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
１
、
１
５
８
万
４
千
円
。

　

こ
れ
は
当
初
予
算
計
上
分
で

要
望
し
て
い
る
事
業
で
、
第
二

次
分
と
し
て
、
土
砂
災
害
対
策

効
果
促
進
事
業
、
防
災
無
線
シ

ス
テ
ム
整
備
２
億
３
、
５
４
１

万
６
千
円
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
感
染
症
予
防
及
び
室
内
環
境

改
善
事
業
６
、
１
０
２
万
１
千

円
。
そ
し
て
制
度
改
正
の
影
響

に
よ
る
国
保
財
政
額
補
て
ん
事

業
１
億
３
、
１
８
０
万
５
千

円
。
災
害
事
故
等
避
難
所
環
境

整
備
事
業
５
、
２
０
９
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
防
災
無

線
シ
ス
テ
ム
は
町
内
に　

基
予

６５

定
、　

基
は
県
の
指
定
で
、　

１２

５３

基
は
町
内
住
宅
密
集
地
を
中
心

に
設
置
す
る
。
又
、
３
事
業
は

内
示
が
あ
る
。
観
光
マ
ッ
プ
作

成
事
業
１
４
９
万
５
千
円
。
棚

原
石
畳
等
石
垣
整
備
事
業
１
３

７
万
６
千
円
。
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
浦
西
駅
周
辺
調
査
事
業
９
９

１
万
２
千
円
で
あ
る
。

宮里芳男　議員

◇教育行政

◇一括交付金

エアコンが設置された坂田小の教室

� ���������������������������������������������

◇町政運営

◇住環境整備

◇学校教育

問問

問問

問

問

問

問

問
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西
原
町
第
４
次
土
地
利
用

計
画
に
対
す
る
決
議
が
可

決
さ
れ
た
。
①
住
宅
の
立
緩
和

や
さ
ら
な
る
拡
大
、
②
マ
リ
ン

タ
ウ
ン
地
区
の
後
背
地
と
国
道

３
２
９
号
バ
イ
パ
ス
の
延
伸
・

連
結
等
は
、
ど
の
様
に
推
進
し

ま
す
か
。

町
長　

県
・
国
に
要
請
、
調
整

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
可
能

な
限
り
、
早
い
時
期
に
実
現
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

建
設
部
長　

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
の

後
背
地
と
国
道
３
２
９
号
バ
イ

パ
ス
北
側
間
は
、
住
宅
地
と
し

て
の
計
画
で
あ
り
、
関
係
地
域

で
「
小
波
津
川
河
畔
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ

て
い
る
。
協
議
会
か
ら
住
宅
地

域
と
し
て
の
要
望
が
あ
れ
ば
県

と
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

中
城
村
に
お
い
て
は
、
認

可
保
育
園
に
入
園
で
き
な

い
の
は
行
政
の
責
任
で
あ
り
、

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
１
人

５
千
円
の
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
ぜ
ひ
、
西
原
町
で
も
実
施

を
強
く
要
望
し
た
い
。

福
祉
部
長　

入
所
申
請
を
し
た

が
入
所
で
き
な
か
っ
た
２
人
以

上
い
る
世
帯
に
対
し
、
公
立
保

育
所
の
保
育
料
よ
り
高
い
場

合
、
５
千
円
を
上
限
に
助
成
す

る
も
の
で
、
今
後
調
査
・
研
究

し
た
い
。

所
得
税
法
上
の
「
寡
婦
控

除
」
を
非
婚
の
母
子
世
帯

へ
も
適
用
を
す
べ
き
と
考
え

る
。
他
市
で
も「
み
な
し
適
用
」

を
導
入
し
、
保
育
園
等
の
減
免

を
行
っ
て
お
り
、
町
で
も
施
策

の
実
現
を
強
く
望
む
。

町
長　

次
年
度
か
ら
実
施
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
費
用
弁
償
は

も
っ
と
充
実
し
た
形
で
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長　

民
生
委
員
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
今
の
社
会
情
勢

に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
重
要

か
つ
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
。

町
の
財
政
も
厳
し
い
状
況
で
あ

り
ま
す
の
で
、
近
隣
市
町
村
の

状
況
等
も
調
査
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。県

議
会
選
挙
公
報
に
よ
る

と
、
多
く
の
候
補
者
が
中

学
校
３
年
ま
で
の
通
院
費
、
入

院
費
無
料
化
、
そ
し
て
給
食
費

や
教
材
費
の
無
償
化
な
ど
も
沖

縄
県
全
域
的
に
実
現
に
向
け
た

い
と
い
う
事
を
訴
え
て
お
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
多
く
の
県
民
・

町
民
が
要
望
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
町
で
は
こ
の
公
約

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ま
す
か
。

町
長　

町
に
お
い
て
は
入
院
費

の
無
料
化
は
し
て
い
ま
す
が
、

通
院
費
は
費
用
が
莫
大
と
な
り

単
独
で
は
踏
み
切
れ
な
い
状
況

で
す
。
給
食
費
・
教
材
費
も
同

様
で
す
が
、
県
の
ほ
う
で
補
助

し
、
実
現
で
き
る
か
、
今
後
の

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

仲松　勤　議員

◇宅地計画の充実推進を�

◇待機児童世帯に補助金を�

◇給食費・教材費の無償化？

安
室
地
区
の
農
地
の
用

途
変
更
（
資
材
置
場
）
は

県
で
審
議
中
で
あ
る
。
又
棚
原

医
療
廃
棄
物
施
設
は
指
導
中
と

き
い
た
が
、
今
日
迄
の
結
果

は
。

産
業
課
長　

安
室
・
棚
原
地
区

の
資
材
置
場
に
つ
い
て
は
、
農

地
法
違
反
と
県
で
出
て
お
り
、

町
で
は
元
に
戻
す
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
。
又
棚
原
の
農
業

施
設
に
つ
い
て
は
、
指
導
勧
告

は
ず
っ
と
や
っ
て
い
る
状
況
で

農
業
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
る

迄
、
農
業
委
員
会
と
連
携
し
て

指
導
し
て
い
き
た
い
。

中
部
広
域
火
葬
場
と
斎

場
基
本
構
想
は
ど
こ
迄

進
ん
で
い
ま
す
か
。

総
務
部
長　

６
月
に
連
絡
調
整

会
議
を
も
っ
て
建
設
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
要
項
、
部
課
長

会
、
会
則
、
平
成　

年
度
の
ス

２４

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
同
時
に
基
本
構

想
・
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託

に
関
し
確
認
し
、
契
約
は
８
月

中
に
交
わ
し
、
９
月
よ
り
着
手

し
平
成　

年
１
月
迄
に
策
定
と

２５

な
り
ま
す
。

サ
ザ
ン
協
の
最
終
処
分

場
の
進
展
は
。

副
町
長　

最
終
処
分
場
の
場
所

に
つ
い
て
は
、
南
城
市
の
ほ
う

で
受
入
す
る
方
向
性
で
出
て
お

り
、
具
体
的
に
説
明
会
も
２
ヶ

所
を
８
月
に
諮
る
予
定
で
後
は

５
市
町
村
で
輪
番
制
で
や
る
調

整
が
残
っ
て
い
ま
す
。

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
事
業

の
進
展
は
。

建
設
部
長　

駅
前
周
辺
の
ま
ち

造
り
計
画
の
検
討
、
西
原
町
側

と
浦
添
市
側
の
ア
ク
セ
ス
を
E

T
C
専
用
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
で
、
入
口
・
出
口
の
検
討
、

フ
ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
出

入
口
の
検
討
、
浦
添
・
西
原
の

両
市
町
が
進
め
る
ま
ち
造
り
計

画
関
連
を
含
め
、
関
係
機
関
と

協
議
会
で
年
内
に
ま
と
め
る
方

向
と
な
り
ま
す
。

沖
縄
県
（
一
括
交
付
金
）

の
配
分
額
が
決
ま
っ
た

と
き
い
た
が
、
西
原
町
の
事
業

は
何
件
採
用
さ
れ
、
金
額
・
面

積
・
事
業
件
数
は
い
く
ら
か
。

総
務
部
長　

他
の
市
町
村
も
大

体
同
じ
で
交
付
金
の
目
的
で
あ

る
沖
縄
県
の
特
殊
事
情
と
西
原

町
ら
し
さ
を
表
現
す
る
事
業
は

む
つ
か
し
く
、
未
だ
配
分
額
の

１
・　

％
し
か
内
示
さ
れ
て
な

９５

く
、
次
年
度
に
事
業
の
可
能
性

が
見
え
て
く
る
。
こ
れ
か
ら
地

域
の
行
政
懇
談
会
等
を
ひ
ら
き

地
域
の
意
見
を
参
考
に
し
た

い
。

坂
田
小
の
耐
久
調
査
の

現
況
、
又
通
学
区
域
の
問

題
は
。

教
育
部
長　

坂
田
小
の
耐
久
力

調
査
は
今
月
中
に
入
札
し
、
通

学
区
域
の
問
題
は
坂
田
小
の
学

級
数
、
児
童
数
に
見
合
っ
た
施

設
を
整
備
し
て
い
く
計
画
で

す
。
又
過
大
規
模
校
と
な
ら
な

い
よ
う
見
直
し
案
を
作
成
し
、

地
域
住
民
と
話
し
合
い
を
持
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。

宮城秀功　議員

◇環境問題

◇行政

◇教育

農地法違反とされた土地（桃原）

� ���������������������������������������������
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米
軍
基
地
の
所
在
し
な

い
市
町
村
連
絡
協
議
会

へ
の
参
加
を
問
題
視
し
て
き

た
。
町
長
は
今
年
度
の
施
政
方

針
の
平
和
事
業
の
中
で
、
国
へ

の
要
請
行
動
を
明
言
し
て
い

る
。
平
成　

年　

月
の
要
請
書

２２

１２

の
中
身
は
、「
米
軍
基
地
の
危

険
性
や
事
件
事
故
は
基
地
の
な

い
市
町
村
も
同
じ
な
の
で
、
基

地
を
抱
え
る
市
町
村
同
様
に
基

地
交
付
金
を
お
願
い
す
る
」
内

容
。
①
こ
れ
は
昨
年
問
題
と

な
っ
た
ケ
ビ
ン
・
メ
ア
氏
の
発

言
「
沖
縄
の
人
は
日
本
政
府
に

対
す
る
ご
ま
か
し
と
ゆ
す
り
の

名
人
」
に
通
じ
る
も
の
。
②
本

町
は
米
軍
基
地
が
な
く
と
も
学

校
施
設
の
冷
房
防
音
工
事
の
支

援
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
踏

み
込
ん
だ
交
付
金
の
要
請
は
、

普
天
間
基
地
の
県
外
移
設
を
求

め
る
中
で
、
そ
の
姿
勢
・
本
気

度
が
問
わ
れ
る
。
③
政
府
の
巨

大
な
財
政
赤
字
と
東
北
の
震
災

復
興
を
考
え
れ
ば
、
も
は
や
基

地
を
担
保
に
政
府
か
ら
金
を
引

き
出
す
手
法
は
通
用
し
な
い
。

沖
縄
人
の
自
立
へ
の
気
概
や
誇

り
が
い
ま
重
要
で
、
一
括
交
付

金
の
活
用
に
も
そ
の
精
神
が
不

可
欠
。
④
政
府
は
新
防
衛
大
綱

の
も
と
沖
縄
へ
の
自
衛
隊
の
増

強
と
先
島
配
備
を
着
々
と
進
め

て
い
る
。
こ
の
交
付
金
要
請
行

動
は
政
府
に
と
っ
て
は
ま
さ
に

渡
り
に
船
、
自
衛
隊
の
増
強
や

先
島
配
備
の
先
導
役
を
担
う
も

の
で
は
な
い
か
。

町
長　

交
付
金
等
は
付
帯
的
な

も
の
で
、
基
地
負
担
の
軽
減
や

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
が
前

提
に
あ
る
。
基
地
問
題
に
対
し

共
同
し
て
対
応
す
る
も
の
で
本

気
度
に
変
わ
り
は
な
い
。
沖
縄

が
自
立
を
し
て
い

く
、
豊
か
な
島
が
作

れ
る
か
こ
の　

年
が

１０

正
念
場
。
そ
れ
と
協

議
会
の
存
在
が
相
反

す
る
も
の
で
は
な

い
。
基
地
問
題
に
対

処
す
る
協
議
会
だ
か
ら
平
和
事

業
と
矛
盾
し
な
い
。

復
帰　

年
で
あ
ら
わ
に

４０

な
っ
た
こ
と
は
、
復
帰
前

か
ら
今
日
ま
で
日
本
政
府
は
米

国
と
一
体
と
な
っ
て
基
地
を
沖

縄
に
押
し
付
け
て
き
た
。
県
民

は
政
治
的
立
場
を
超
え
て
、
こ

れ
は
日
本
政
府
の
沖
縄
差
別
だ

と
分
か
っ
て
き
た
。
協
議
会
の

行
動
に
京
都
府
立
大
学
の
川
瀬

光
義
教
授
は
「
基
地
被
害
と
引

き
換
え
に
別
の
予
算
、
振
興
策

が
欲
し
い
と
い
う
の
は
、
現
行

法
で
は
根
拠
が
薄
く
理
屈
が
立

た
な
い
。」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。
政
府
へ
の
す
り
寄
り
だ
。

要
請
行
動
後
に
ど
ん
な
取
り
組

み
を
し
た
の
か
。

町
長　

正
直
な
と
こ
ろ
事
務
局

も
ま
だ
充
分
機
能
し
て
い
な
い
。

協
議
会
独
自
の
行
動
は
な
い
。

そ
の
後
の
活
動
が
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
当
初
か

ら
基
地
交
付
金
目
当
て
で
は
な

い
か
。

町
長　

基
地
の
有
る
無
し
で
選

別
す
る
交
付
金
の
制
度
が
問
題
。新聞記事

◇過度の基地交付金の要請

　～基地との共存・自衛隊

　配備を促進

与那嶺義雄　議員

わ
が
国
は
、
か
つ
て
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が

進
み
、
年
々
膨
れ
上
が
る
医
療

費
・
介
護
費
の
抑
制
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
策

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

（
１
）国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
赤
字
解
決
策
（
一
括
交
付

金
の
活
用
は
）

（
２
）　

介
護
保
険
費
の
抑
制
策

福
祉
部
長　

（
１
）の
赤
字
解
消

の
主
な
対
策
と
し
て
、
１
、
保

健
税
収
納
率
の
向
上
を
図
る
こ

と
２
、
保
健
税
の
見
直
し
を
検

討
し
、
財
源
の
確
保
を
図
る
こ

と
３
、
特
定
健
康
診
査
、
特
定

保
健
指
導
を
強
化
し
、
医
療
給

付
費
の
抑
制
を
図
る
こ
と
に
今

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
赤
字
解
消
の
た
め
一

括
交
付
金
を
活
用
し
制
度
改
正

の
影
響
に
よ
る
国
保
財
政
補
て

ん
事
業
と
し
て
（
1
億
3
、
1

8
0
万
5
千
円
）
を
要
望
し
て

お
り
ま
す
。

　

（
２
）介
護
保
険
の
給
付
費
を

抑
制
す
る
方
法
と
し
て
、
１
、

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

（
自
助
）
２
、
地
域
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充
、

い
い
あ
ん
べ
ー
共
生
事
業
の
充

実
（
共
助
）
３
、
介
護
の
原
因

疾
患
へ
の
取
り
組
み
、
運
動
機

能
の
向
上
を
図
る
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
（
公
助
）
を
施

策
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
介
護
予

防
は
、
生
活
習
慣
の
延
長
線
上

に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
健
康

推
進
課
と
連
携
し
、
介
護
費
の

抑
制
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

臨
海
地
域
の
避
難
場
所

と
し
て
、
本
土
の
方
で
は

各
十
字
路
へ
避
難
タ
ワ
ー
を
設

置
す
る
町
村
が
増
え
て
い
ま

す
。
西
原
町
も
検
討
で
き
な
い

か
お
伺
い
し
ま
す
。
一
括
交
付

金
の
活
用
は
。

総
務
部
長　

臨
海
地
域
に
つ
い

て
は
海
抜
が
低
く
、
し
か
も
高

い
建
物
が
な
く
津
波
が
発
生
し

た
と
き
の
避
難
場
所
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
課
題
解

決
の
手
段
と
し
て
避
難
タ
ワ
ー

も
一
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
町

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中

で
具
体
的
な
検
討
を
や
っ
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

要
望
事
業
と
し
て
一
括
交
付
金

の
活
用
は
可
能
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
域
へ

の
県
立
の
空
手
道
会
館

を
誘
致
す
る
考
え
は
な
い
か
お

伺
い
し
ま
す
。

教
育
部
長　

昨
年
の
6
月
に
沖

縄
県
に
対
し
、（
仮
称
）
沖
縄
郷

土
芸
能
会
館
の
マ
リ
ン
パ
ー
ク

へ
の
誘
致
要
請
を
行
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
与
那
原
町
と
も
協

力
し
、
誘
致
に
向
け
て
取
り
組

み
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
本

町
は
、
空
手
道
会
館
で
は
な
く

郷
土
芸
能
会
館
の
誘
致
に
向
け

与
那
原
町
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

上里善清　議員

◇医療費・介護費の

　抑制策

◇防災

◇スポーツ施設の

誘致

避難タワー（和歌山県田辺市ＨＰから）
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こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）

に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、編
集

委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。�

一
般
質
問�

「
自
主
防
災
意
識
」
を
高

め
る
た
め
に
も
、
行
政
が

各
行
政
区
に
防
災
訓
練
の
推
進

を
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

総
務
部
長　

行
政
区
で
現
在
防

災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
な
い
。
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
作
業
の
中
で
、
各
自
治
会

等
に
よ
る
防
災
訓
練
の
実
施
等

を
盛
り
込
む
予
定
。

桃
原
１
２
０
番
１
の
農

地
法
問
題
。
３
月
に
沖
縄

県
農
政
経
済
課
の
課
長
ら
担
当

者
が
現
場
視
察
を
行
い
、「
農

地
法
違
反
」
を
認
め
た
。
ど
こ

が
違
反
で
農
業
委
員
会
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
と
っ
た
の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

農
地

法
許
可
前
に
コ
ン
テ
ナ
及
び
重

機
が
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

違
反
内
容
。
違
反
に
対
し
て
、

法
に
基
づ
き
、
町
農
業
委
員
会

が
地
主
に
対
し
て
口
頭
及
び
文

書
で
違
反
中
止
勧
告
を
行
っ

た
。
ま
た
、
町
農
業
委
員
会
は
、

許
可
保
留
す
べ
き
と
い
う
意
見

書
を
付
し
て
県
に
進
達
し
た
。

現
場
視
察
で
、
申
請
地
の

隣
接
地
主
が
、「
去
年
こ

こ
に
ト
ラ
ッ
ク
で
土
を
持
っ
て

き
て
山
積
み
に
し
た
。　

台
ど

２０

こ
ろ
の
話
で
は
な
い
」
と
、
県

の
課
長
に
繰
り
返
し
述
べ
て
い

た
。
盛
り
土
は
、
農
地
法
違
反

で
は
な
い
の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

以
前

の
地
主
が
放
置
し
た
不
法
投
棄

等
も
含
め
て
実
態
把
握
さ
れ
て

い
な
い
状
況
だ
が
、
切
り
土
、

盛
り
土
は
違
反
に
当
た
ら
な
い

と
い
う
の
が
県
の
解
釈
。
た
だ
、

隣
接
地
主
が
被
害
を
こ
う
む
る

場
合
は
当
然
違
反
と
な
る
。

桃
原
区
及
び
安
室
区
民

を
ひ
じ
ょ
う
に
不
安
に

さ
せ
て
い
る
同
申
請
。
申
請
者

に
取
り
下
げ
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

本
人

も
い
ろ
い
ろ
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

現
状
の
中
で
、「
別
の
と
こ
ろ

で
や
り
た
い
」
と
い
う
話
し
も

出
て
は
い
た
が
、
結
果
的
に
取

り
下
げ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

去
る
３
月
議
会
で
、「
一

括
交
付
金
を
活
用
し
て
、

南
小
学
校
に
児
童
館
建
設
を
」

と
提
案
し
た
。
同
問
題
で
補
助

金
メ
ニ
ュ
ー
を
議
員
か
ら
提
案

し
た
の
は
初
め
て
だ
ろ
う
。
町

長
も
「
真
剣
に
検
討
し
た
い
」

と
答
弁
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
。

町
長　

建
設
場
所
の
問
題
、
そ

れ
か
ら
建
設
す
る
時
期
等
を
勘

案
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
早
目
の

着
工
、
推
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

桃原区の反対看板

呉屋　悟　議員

坂
田
小
学
校
不
足
教
室

対
策
に
つ
い
て
、
平
成　
２４

年
度
耐
力
度
調
査
の
実
施
時
期

は
。
又
、
今
後
平
成　

年
度
ま

２８

で
の
予
定
を
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
部
長　

耐
力
度
調
査
は
今

月
中
に
入
札
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
計
画
で
は

本
年
度
耐
力
度
調
査
、　

月
１１

頃
、
結
果
が
出
る
と
思
い
ま

す
。
平
成　

年
度
実
施
設
計
、

２６

　

年
度
、　

年
両
年
度
に
工
事

２７

２８

を
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

坂
田
小
学
校
ク
ー
ラ
ー

設
置
に
つ
い
て
、
８
教
室

に
ク
ー
ラ
ー
設
置
し
６
月
よ
り

稼
動
予
定
と
の
こ
と
で
す
が
、

稼
動
の
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

教
育
部
長　

平
成　

年
４
月
に

２４

発
注
し
、
５
月
の
末
に
完
成
し

て
お
り
ま
す
。
６
月
初
め
に
試

運
転
を
し
、
そ
の
測
定
調
査
で

は
１
時
間
運
転
し
た
ら
教
室
の

温
度
が　

度
、
湿
度　

％
、
約

２４

５５

　

％
程
度
が
改
善
さ
れ
て
い

１５る
。

耐
力
度
調
査
及
び
改
築

し
な
い
教
室
に
つ
い
て

は
防
衛
省
予
算
で
改
造
防
音
工

事
を
図
っ
て
い
く
と
の
事
で
す

が
、
一
括
交
付
金
の
活
用
で
防

音
工
事
が
出
来
な
い
か
伺
い
ま

す
。

教
育
部
長　

一
括
交
付
金
に
つ

い
て
は
既
存
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
活
用

が
で
き
な
い
。

一
括
交
付
金
に
つ
い
て
、

実
施
事
業
内
容
と
金
額

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
特
に
１

千
万
円
以
上
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　

今
年
度
の
一
括
交

付
金
は
６
億
５
千
万
円
の
配
分

と
な
っ
て
い
ま
す
。
防
災
道
路

整
備
事
業
、
西
原
台
団
地
入
口

整
備
１
、
１
９
８
万
２
千
円
。

道
路
等
環
境
整
備
事
業
、
１
、

０
２
０
万
円
。
公
園
樹
木
等
管

理
事
業
１
、
２
３
６
万
２
千

円
。
小
中
学
校
特
別
支
援
教
育

支
援
員
配
置
事
業
１
、
２
１
２

万
９
千
円
。
学
校
等
公
共
施
設

修
繕
事
業
１
、
６
４
５
万
７
千

円
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
１
、
１
５
８
万
４
千
円
。

　

こ
れ
は
当
初
予
算
計
上
分
で

要
望
し
て
い
る
事
業
で
、
第
二

次
分
と
し
て
、
土
砂
災
害
対
策

効
果
促
進
事
業
、
防
災
無
線
シ

ス
テ
ム
整
備
２
億
３
、
５
４
１

万
６
千
円
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
感
染
症
予
防
及
び
室
内
環
境

改
善
事
業
６
、
１
０
２
万
１
千

円
。
そ
し
て
制
度
改
正
の
影
響

に
よ
る
国
保
財
政
額
補
て
ん
事

業
１
億
３
、
１
８
０
万
５
千

円
。
災
害
事
故
等
避
難
所
環
境

整
備
事
業
５
、
２
０
９
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
防
災
無

線
シ
ス
テ
ム
は
町
内
に　

基
予

６５

定
、　

基
は
県
の
指
定
で
、　

１２

５３

基
は
町
内
住
宅
密
集
地
を
中
心

に
設
置
す
る
。
又
、
３
事
業
は

内
示
が
あ
る
。
観
光
マ
ッ
プ
作

成
事
業
１
４
９
万
５
千
円
。
棚

原
石
畳
等
石
垣
整
備
事
業
１
３

７
万
６
千
円
。
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
浦
西
駅
周
辺
調
査
事
業
９
９

１
万
２
千
円
で
あ
る
。

宮里芳男　議員

◇教育行政

◇一括交付金

エアコンが設置された坂田小の教室

� ���������������������������������������������

◇町政運営

◇住環境整備

◇学校教育

問問

問問

問

問

問

問

問
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平平成成2244年年度度西西原原町町国国民民健健康康保保険険特特別別会会計計補補正正予予算算��平成24年度西原町国民健康保険特別会計補正予算�

【補正内容】�

　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ747,946千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ5,341,776千円とする。�

理解の�

ツボ①�

《補正内容の意味》　　　　�

※西原町の平成23年度国民健康保険が赤字のため、平成24年度の収入を平成23年度

に繰り上げて充用して医療費の支払いにあてがうということ。平成23年度会計年

度の整理期間が終了する５月31日までに議会の同意を得る必要がある。�

理解の�
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《繰上げ充用の意味》　　　　�

※正しくは「前年度繰上充用金（ぜんねんどくりあげじゅうようきん）」会計年度経

過後、その当該会計年度の歳入が歳出に対して不足する場合は、翌年度の歳入を繰

り上げて、当該年度に充てることができます。この場合の方法として、翌年度の歳

出に、翌年度の歳入を財源とする繰上充用金を計上して、当該年度（翌年度からみ

ると前年度）へ支出します。�

インターネットで�
　　　　　 を知ろう�

ご 案 内 �

町議会�町町議議会会��町議会�町議会�
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 http://www.town.nishihara.okinawa.jp/ 西原町議会会議録� 検索�

!

 西原町議会では、本議会の会議録や議会
だよりを公開しています。�
 町のために、どのようなことが話し合わ
れているのか、のぞいてみませんか？�
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結 果内　　　容事件番号

報告平成24年度沖縄県町村土地開発公社事業計画書の報告について報告第１号

報告平成23年度西原町繰越明許費繰越計算書の報告について報告第２号

報告平成23年度西原町事故繰越し繰越計算書の報告について報告第３号
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西
原
町
第
４
次
土
地
利
用

計
画
に
対
す
る
決
議
が
可

決
さ
れ
た
。
①
住
宅
の
立
緩
和

や
さ
ら
な
る
拡
大
、
②
マ
リ
ン

タ
ウ
ン
地
区
の
後
背
地
と
国
道

３
２
９
号
バ
イ
パ
ス
の
延
伸
・

連
結
等
は
、
ど
の
様
に
推
進
し

ま
す
か
。

町
長　

県
・
国
に
要
請
、
調
整

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
可
能

な
限
り
、
早
い
時
期
に
実
現
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

建
設
部
長　

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
の

後
背
地
と
国
道
３
２
９
号
バ
イ

パ
ス
北
側
間
は
、
住
宅
地
と
し

て
の
計
画
で
あ
り
、
関
係
地
域

で
「
小
波
津
川
河
畔
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ

て
い
る
。
協
議
会
か
ら
住
宅
地

域
と
し
て
の
要
望
が
あ
れ
ば
県

と
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

中
城
村
に
お
い
て
は
、
認

可
保
育
園
に
入
園
で
き
な

い
の
は
行
政
の
責
任
で
あ
り
、

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
１
人

５
千
円
の
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
ぜ
ひ
、
西
原
町
で
も
実
施

を
強
く
要
望
し
た
い
。

福
祉
部
長　

入
所
申
請
を
し
た

が
入
所
で
き
な
か
っ
た
２
人
以

上
い
る
世
帯
に
対
し
、
公
立
保

育
所
の
保
育
料
よ
り
高
い
場

合
、
５
千
円
を
上
限
に
助
成
す

る
も
の
で
、
今
後
調
査
・
研
究

し
た
い
。

所
得
税
法
上
の
「
寡
婦
控

除
」
を
非
婚
の
母
子
世
帯

へ
も
適
用
を
す
べ
き
と
考
え

る
。
他
市
で
も「
み
な
し
適
用
」

を
導
入
し
、
保
育
園
等
の
減
免

を
行
っ
て
お
り
、
町
で
も
施
策

の
実
現
を
強
く
望
む
。

町
長　

次
年
度
か
ら
実
施
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
費
用
弁
償
は

も
っ
と
充
実
し
た
形
で
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

福
祉
部
長　

民
生
委
員
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
今
の
社
会
情
勢

に
お
い
て
は
、
ま
す
ま
す
重
要

か
つ
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
。

町
の
財
政
も
厳
し
い
状
況
で
あ

り
ま
す
の
で
、
近
隣
市
町
村
の

状
況
等
も
調
査
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。県

議
会
選
挙
公
報
に
よ
る

と
、
多
く
の
候
補
者
が
中

学
校
３
年
ま
で
の
通
院
費
、
入

院
費
無
料
化
、
そ
し
て
給
食
費

や
教
材
費
の
無
償
化
な
ど
も
沖

縄
県
全
域
的
に
実
現
に
向
け
た

い
と
い
う
事
を
訴
え
て
お
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
多
く
の
県
民
・

町
民
が
要
望
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
町
で
は
こ
の
公
約

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ま
す
か
。

町
長　

町
に
お
い
て
は
入
院
費

の
無
料
化
は
し
て
い
ま
す
が
、

通
院
費
は
費
用
が
莫
大
と
な
り

単
独
で
は
踏
み
切
れ
な
い
状
況

で
す
。
給
食
費
・
教
材
費
も
同

様
で
す
が
、
県
の
ほ
う
で
補
助

し
、
実
現
で
き
る
か
、
今
後
の

課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

仲松　勤　議員

◇宅地計画の充実推進を�

◇待機児童世帯に補助金を�

◇給食費・教材費の無償化？

安
室
地
区
の
農
地
の
用

途
変
更
（
資
材
置
場
）
は

県
で
審
議
中
で
あ
る
。
又
棚
原

医
療
廃
棄
物
施
設
は
指
導
中
と

き
い
た
が
、
今
日
迄
の
結
果

は
。

産
業
課
長　

安
室
・
棚
原
地
区

の
資
材
置
場
に
つ
い
て
は
、
農

地
法
違
反
と
県
で
出
て
お
り
、

町
で
は
元
に
戻
す
よ
う
に
指
導

し
て
い
ま
す
。
又
棚
原
の
農
業

施
設
に
つ
い
て
は
、
指
導
勧
告

は
ず
っ
と
や
っ
て
い
る
状
況
で

農
業
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
る

迄
、
農
業
委
員
会
と
連
携
し
て

指
導
し
て
い
き
た
い
。

中
部
広
域
火
葬
場
と
斎

場
基
本
構
想
は
ど
こ
迄

進
ん
で
い
ま
す
か
。

総
務
部
長　

６
月
に
連
絡
調
整

会
議
を
も
っ
て
建
設
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
要
項
、
部
課
長

会
、
会
則
、
平
成　

年
度
の
ス

２４

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
同
時
に
基
本
構

想
・
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託

に
関
し
確
認
し
、
契
約
は
８
月

中
に
交
わ
し
、
９
月
よ
り
着
手

し
平
成　

年
１
月
迄
に
策
定
と

２５

な
り
ま
す
。

サ
ザ
ン
協
の
最
終
処
分

場
の
進
展
は
。

副
町
長　

最
終
処
分
場
の
場
所

に
つ
い
て
は
、
南
城
市
の
ほ
う

で
受
入
す
る
方
向
性
で
出
て
お

り
、
具
体
的
に
説
明
会
も
２
ヶ

所
を
８
月
に
諮
る
予
定
で
後
は

５
市
町
村
で
輪
番
制
で
や
る
調

整
が
残
っ
て
い
ま
す
。

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
事
業

の
進
展
は
。

建
設
部
長　

駅
前
周
辺
の
ま
ち

造
り
計
画
の
検
討
、
西
原
町
側

と
浦
添
市
側
の
ア
ク
セ
ス
を
E

T
C
専
用
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
で
、
入
口
・
出
口
の
検
討
、

フ
ル
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
出

入
口
の
検
討
、
浦
添
・
西
原
の

両
市
町
が
進
め
る
ま
ち
造
り
計

画
関
連
を
含
め
、
関
係
機
関
と

協
議
会
で
年
内
に
ま
と
め
る
方

向
と
な
り
ま
す
。

沖
縄
県
（
一
括
交
付
金
）

の
配
分
額
が
決
ま
っ
た

と
き
い
た
が
、
西
原
町
の
事
業

は
何
件
採
用
さ
れ
、
金
額
・
面

積
・
事
業
件
数
は
い
く
ら
か
。

総
務
部
長　

他
の
市
町
村
も
大

体
同
じ
で
交
付
金
の
目
的
で
あ

る
沖
縄
県
の
特
殊
事
情
と
西
原

町
ら
し
さ
を
表
現
す
る
事
業
は

む
つ
か
し
く
、
未
だ
配
分
額
の

１
・　

％
し
か
内
示
さ
れ
て
な

９５

く
、
次
年
度
に
事
業
の
可
能
性

が
見
え
て
く
る
。
こ
れ
か
ら
地

域
の
行
政
懇
談
会
等
を
ひ
ら
き

地
域
の
意
見
を
参
考
に
し
た

い
。

坂
田
小
の
耐
久
調
査
の

現
況
、
又
通
学
区
域
の
問

題
は
。

教
育
部
長　

坂
田
小
の
耐
久
力

調
査
は
今
月
中
に
入
札
し
、
通

学
区
域
の
問
題
は
坂
田
小
の
学

級
数
、
児
童
数
に
見
合
っ
た
施

設
を
整
備
し
て
い
く
計
画
で

す
。
又
過
大
規
模
校
と
な
ら
な

い
よ
う
見
直
し
案
を
作
成
し
、

地
域
住
民
と
話
し
合
い
を
持
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。

宮城秀功　議員

◇環境問題

◇行政

◇教育

農地法違反とされた土地（桃原）

� ���������������������������������������������
国道329バイパスの橋梁工事のもよう
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米
軍
基
地
の
所
在
し
な

い
市
町
村
連
絡
協
議
会

へ
の
参
加
を
問
題
視
し
て
き

た
。
町
長
は
今
年
度
の
施
政
方

針
の
平
和
事
業
の
中
で
、
国
へ

の
要
請
行
動
を
明
言
し
て
い

る
。
平
成　

年　

月
の
要
請
書

２２

１２

の
中
身
は
、「
米
軍
基
地
の
危

険
性
や
事
件
事
故
は
基
地
の
な

い
市
町
村
も
同
じ
な
の
で
、
基

地
を
抱
え
る
市
町
村
同
様
に
基

地
交
付
金
を
お
願
い
す
る
」
内

容
。
①
こ
れ
は
昨
年
問
題
と

な
っ
た
ケ
ビ
ン
・
メ
ア
氏
の
発

言
「
沖
縄
の
人
は
日
本
政
府
に

対
す
る
ご
ま
か
し
と
ゆ
す
り
の

名
人
」
に
通
じ
る
も
の
。
②
本

町
は
米
軍
基
地
が
な
く
と
も
学

校
施
設
の
冷
房
防
音
工
事
の
支

援
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら
に
踏

み
込
ん
だ
交
付
金
の
要
請
は
、

普
天
間
基
地
の
県
外
移
設
を
求

め
る
中
で
、
そ
の
姿
勢
・
本
気

度
が
問
わ
れ
る
。
③
政
府
の
巨

大
な
財
政
赤
字
と
東
北
の
震
災

復
興
を
考
え
れ
ば
、
も
は
や
基

地
を
担
保
に
政
府
か
ら
金
を
引

き
出
す
手
法
は
通
用
し
な
い
。

沖
縄
人
の
自
立
へ
の
気
概
や
誇

り
が
い
ま
重
要
で
、
一
括
交
付

金
の
活
用
に
も
そ
の
精
神
が
不

可
欠
。
④
政
府
は
新
防
衛
大
綱

の
も
と
沖
縄
へ
の
自
衛
隊
の
増

強
と
先
島
配
備
を
着
々
と
進
め

て
い
る
。
こ
の
交
付
金
要
請
行

動
は
政
府
に
と
っ
て
は
ま
さ
に

渡
り
に
船
、
自
衛
隊
の
増
強
や

先
島
配
備
の
先
導
役
を
担
う
も

の
で
は
な
い
か
。

町
長　

交
付
金
等
は
付
帯
的
な

も
の
で
、
基
地
負
担
の
軽
減
や

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
が
前

提
に
あ
る
。
基
地
問
題
に
対
し

共
同
し
て
対
応
す
る
も
の
で
本

気
度
に
変
わ
り
は
な
い
。
沖
縄

が
自
立
を
し
て
い

く
、
豊
か
な
島
が
作

れ
る
か
こ
の　

年
が

１０

正
念
場
。
そ
れ
と
協

議
会
の
存
在
が
相
反

す
る
も
の
で
は
な

い
。
基
地
問
題
に
対

処
す
る
協
議
会
だ
か
ら
平
和
事

業
と
矛
盾
し
な
い
。

復
帰　

年
で
あ
ら
わ
に

４０

な
っ
た
こ
と
は
、
復
帰
前

か
ら
今
日
ま
で
日
本
政
府
は
米

国
と
一
体
と
な
っ
て
基
地
を
沖

縄
に
押
し
付
け
て
き
た
。
県
民

は
政
治
的
立
場
を
超
え
て
、
こ

れ
は
日
本
政
府
の
沖
縄
差
別
だ

と
分
か
っ
て
き
た
。
協
議
会
の

行
動
に
京
都
府
立
大
学
の
川
瀬

光
義
教
授
は
「
基
地
被
害
と
引

き
換
え
に
別
の
予
算
、
振
興
策

が
欲
し
い
と
い
う
の
は
、
現
行

法
で
は
根
拠
が
薄
く
理
屈
が
立

た
な
い
。」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。
政
府
へ
の
す
り
寄
り
だ
。

要
請
行
動
後
に
ど
ん
な
取
り
組

み
を
し
た
の
か
。

町
長　

正
直
な
と
こ
ろ
事
務
局

も
ま
だ
充
分
機
能
し
て
い
な
い
。

協
議
会
独
自
の
行
動
は
な
い
。

そ
の
後
の
活
動
が
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
当
初
か

ら
基
地
交
付
金
目
当
て
で
は
な

い
か
。

町
長　

基
地
の
有
る
無
し
で
選

別
す
る
交
付
金
の
制
度
が
問
題
。新聞記事

◇過度の基地交付金の要請

　～基地との共存・自衛隊

　配備を促進

与那嶺義雄　議員

わ
が
国
は
、
か
つ
て
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が

進
み
、
年
々
膨
れ
上
が
る
医
療

費
・
介
護
費
の
抑
制
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
策

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

（
１
）国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
赤
字
解
決
策
（
一
括
交
付

金
の
活
用
は
）

（
２
）　

介
護
保
険
費
の
抑
制
策

福
祉
部
長　

（
１
）の
赤
字
解
消

の
主
な
対
策
と
し
て
、
１
、
保

健
税
収
納
率
の
向
上
を
図
る
こ

と
２
、
保
健
税
の
見
直
し
を
検

討
し
、
財
源
の
確
保
を
図
る
こ

と
３
、
特
定
健
康
診
査
、
特
定

保
健
指
導
を
強
化
し
、
医
療
給

付
費
の
抑
制
を
図
る
こ
と
に
今

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
赤
字
解
消
の
た
め
一

括
交
付
金
を
活
用
し
制
度
改
正

の
影
響
に
よ
る
国
保
財
政
補
て

ん
事
業
と
し
て
（
1
億
3
、
1

8
0
万
5
千
円
）
を
要
望
し
て

お
り
ま
す
。

　

（
２
）介
護
保
険
の
給
付
費
を

抑
制
す
る
方
法
と
し
て
、
１
、

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

（
自
助
）
２
、
地
域
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充
、

い
い
あ
ん
べ
ー
共
生
事
業
の
充

実
（
共
助
）
３
、
介
護
の
原
因

疾
患
へ
の
取
り
組
み
、
運
動
機

能
の
向
上
を
図
る
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
（
公
助
）
を
施

策
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
介
護
予

防
は
、
生
活
習
慣
の
延
長
線
上

に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
健
康

推
進
課
と
連
携
し
、
介
護
費
の

抑
制
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

臨
海
地
域
の
避
難
場
所

と
し
て
、
本
土
の
方
で
は

各
十
字
路
へ
避
難
タ
ワ
ー
を
設

置
す
る
町
村
が
増
え
て
い
ま

す
。
西
原
町
も
検
討
で
き
な
い

か
お
伺
い
し
ま
す
。
一
括
交
付

金
の
活
用
は
。

総
務
部
長　

臨
海
地
域
に
つ
い

て
は
海
抜
が
低
く
、
し
か
も
高

い
建
物
が
な
く
津
波
が
発
生
し

た
と
き
の
避
難
場
所
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
課
題
解

決
の
手
段
と
し
て
避
難
タ
ワ
ー

も
一
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。
設
置
が
可
能
か
ど
う
か
町

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中

で
具
体
的
な
検
討
を
や
っ
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

要
望
事
業
と
し
て
一
括
交
付
金

の
活
用
は
可
能
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
域
へ

の
県
立
の
空
手
道
会
館

を
誘
致
す
る
考
え
は
な
い
か
お

伺
い
し
ま
す
。

教
育
部
長　

昨
年
の
6
月
に
沖

縄
県
に
対
し
、（
仮
称
）
沖
縄
郷

土
芸
能
会
館
の
マ
リ
ン
パ
ー
ク

へ
の
誘
致
要
請
を
行
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
与
那
原
町
と
も
協

力
し
、
誘
致
に
向
け
て
取
り
組

み
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
本

町
は
、
空
手
道
会
館
で
は
な
く

郷
土
芸
能
会
館
の
誘
致
に
向
け

与
那
原
町
と
と
も
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

上里善清　議員

◇医療費・介護費の

　抑制策

◇防災

◇スポーツ施設の

誘致

避難タワー（和歌山県田辺市ＨＰから）
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西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
が
制
定
さ
れ
、
従

来
の
総
合
計
画
策
定
の
義
務
付

け
が
無
く
な
り
、
町
民
、
事
業

者
、
議
会
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
の
下
に
こ
の
条
例
に
沿
っ

た
具
体
的
な
実
行
計
画
が
つ
く

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
策

定
は
何
時
か
。
町
長
の
公
約
を

反
映
す
る
の
で
あ
れ
ば
町
長
選

後
、
新
し
い
町
長
の
下
で
作
成

さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
い
の

か
。

総
務
部
長　

実
行
計
画
の
策
定

は
現
在
、
施
政
方
針
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
取
組
ん
で
い

る
。
毎
年
度
決
算
時
に
総
点
検

を
行
い
、随
時
見
直
し
を
行
な
っ

て
い
く
。
９
月
の
町
長
選
後
の

新
し
い
公
約
に
つ
い
て
も
、
施

政
方
針
を
通
し
て
計
画
に
反
映

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

町
の
第
三
次
総
合
計
画

が
前
年
度
で
終
了
。
そ

の
評
価
書
等
は
出
来
て
い
る
の

か
。
そ
の
評
価
は
新
た
な
計
画

に
反
映
さ
れ
る
か
。
町
長
の
任

期
の
４
年
ご
と
に
策
定
す
る
と

あ
る
が
そ
れ
は
時
の
町
長
に
義

務
付
け
ら
れ
る
の
か
。

総
務
部
長　

第
三
次
総
合
計
画

の
総
括
は
昨
年　

月
に
庁
内
全

１２

体
会
議
で
確
認
し
、
当
時
の
議

会
に
も
報
告
済
み
。
約
８
割
の

施
策
が
計
画
ど
お
り
進
み
、
実

行
計
画
の
中
に
も
引
続
き
位
置

付
け
を
し
て
い
く
。
４
年
ご
と

に
見
直
す
の
で
は
な
く
、
毎
年

次
の
町
長
の
施
政
方
針
と
整
合

さ
せ
向
こ
う
４
年
間
の
計
画
を

策
定
し
て
い
く
。
毎
年
ロ
ー
リ

ン
グ
を
考
え
て
い
る
。
今
後
の

財
政
見
直
し
の
上
で
も
重
要
な

計
画
で
あ
り
町
長
の
任
期
に
合

わ
せ
て
継
続
し
て
い
く
。

県
の
沖
縄　

世
紀
ビ

２１

ジ
ョ
ン
基
本
計
画
は
沖

縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金　

年
１０

間
の
制
度
と
一
致
。
沖
縄
だ
け

の
こ
の
一
括
交
付
金
制
度
は
、

ま
ず
こ
の
一
年
間
が
勝
負
。
今

後　

年
間
の
西
原
の
ま
ち
づ
く

１０
り
に
合
致
し
た
事
業
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長　

こ
の
一
括
交
付
金
は
あ

る
種
、
限
定
的
な
部
分
が
あ

る
。
沖
縄
振
興
の
為
の
交
付
金

で
、
沖
縄
ら
し
さ
、
沖
縄
特
有

の
個
別
的
な
課
題
等
を
解
決
す

る
上
で
有
効
に
活
用
す
る
、
所

謂
沖
縄　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
計
画

２１

に
付
随
す
る
施
策
に
な
る
。
今

後　

年
間
の
交
付
金
の
活
用
の

１０
仕
方
を
見
極
め
な
い
と
い
け
な

い
。
西
原
町
ら
し
さ
、
沖
縄
ら

し
さ
、
沖
縄
特
有
の
個
別
課
題

に
つ
い
て
、
今
後
し
っ
か
り
照

準
を
合
わ
せ
、
こ
の　

年
間
で

１０

盛
り
込
め
る
も
の
は
全
て
盛
り

込
む
意
気
込
み
で
取
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。

今
年
度
は
沖
縄
で
初
め

て
試
さ
れ
る
年
。
将
来

的
に
は
特
例
型
の
単
独
州
構
想

ま
で
見
据
え
る
考
え
は
。

町
長　

単
独
州
で
行
く
べ
き
は

当
然
。
私
も
取
組
ん
で
い
く
。

喜納昌盛　議員

◇まちづくり

町まちづくり基本条例紹介パンフから

西
原
町
が
将
来
、
歴
史
を

残
す
た
め
、
指
定
さ
れ
て

い
る
文
化
財
を
守
り
残
し
た
い

場
合
、
目
的
を
持
っ
た
土
地
に

も
一
括
交
付
金
は
使
え
る
か
。

総
務
部
長　

西
原
町
の
特
徴
、

例
え
ば
石
畳
と
か
、
こ
の
一
帯

の
歴
史
的
な
も
の
を
残
し
観
光

に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
よ
う

な
ス
ケ
ッ
チ
が
で
き
て
土
地
を

具
体
的
に
購
入
す
る
こ
と
で
あ

れ
ば
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
浦
西

駅
周
辺
の
都
市
整
備
計

画
に
つ
い
て
、
県
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
課
・
浦
添
市
・
西
原
町

と
の
進
捗
状
況
と
内
容
等
は
。

建
設
部
長　

沖
縄
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
ま
ち
づ
く
り
第
４
駅
周

辺
の
検
討
委
託
業
務
で
示
さ
れ

た
５
案
に
つ
い
て
。
隣
接
で
施

工
中
の
西
地
区
区
画
整
理
事
業

と
の
関
連
や
課
題
の
抽
出
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、

交
通
計
画
と
の
関
連
、
地
域
の

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
意
向
調

査
、
実
現
方
策
の
検
討
を
進
め

る
予
定
で
、
県
・
浦
添
市
・
西

原
町
と
合
同
の
検
討
会
議
を
数

回
に
わ
た
り
行
い
、
ま
ち
づ
く

り
構
想
を
作
成
し
て
お
り
、
今

年
度
は
一
括
交
付
金
を
活
用
し

て
西
原
町
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
調
査
を
進
め
る
中
で
西
原
町

に
お
け
る
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
検
討
を
し
た
い
。

墓
地
区
域
や
墓
地
禁
止

区
域
の
指
定
に
つ
い
て
、

区
域
設
定
に
関
す
る
規
定
を
含

む
条
例
制
定
に
対
す
る
取
り
組

み
は
。

総
務
部
長　

平
成　

年
度
中
に

２４

墓
地
経
営
等
に
関
す
る
許
認
可

事
務
等
に
か
か
わ
る
規
定
を
制

定
し
、
墓
地
区
域
や
墓
地
禁
止

区
域
の
指
定
を
含
め
て
、
条
例

の
中
で
整
備
を
し
て
い
く
。

沖
縄
県
の
所
轄
で
あ
る

下
水
道
管
理
事
務
所
の

西
原
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
愛
称
は

「
み
ず
ク
リ
ン
西
原
」
と
い
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
放
流
し

て
い
る
処
理
水
を
再
利
用
に
取

り
組
む
考
え
は
西
原
町
と
し
て

あ
る
か
。

建
設
部
長　

西
原
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
放
流
水
再
利
用
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
は
水
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
渇
水
対
策

に
効
果
の
あ
る
事
業
だ
と
考
え

て
お
り
、
今
後
の
社
会
情
勢
や

整
備
状
況
さ
ら
に
は
再
生
水
の

需
要
等
も
勘
案
し
な
が
ら
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
内
の
修
繕
が
必
要
な

橋
梁
等
と
場
所
は
。

建
設
部
長　

要
管
理
対
策
が
必

要
な
橋
梁
は
９
橋
で
、
う
ち
８

橋
が
定
期
的
な
目
視
点
検
が
必

要
で
、
１
橋
が
交
通
規
制
や
注

意
喚
起
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
、
場
所
に
つ
い
て
は
、
小
那

覇
と
兼
久
が
２
橋
、
桃
原
、
与

那
城
、
小
波
津
、
森
川
、
我
謝

が
各
１
橋
と
な
っ
て
い
る
。

伊波時男　議員

◇西原町の将来�

　まちづくりは

「みずクリン西原」こと「西原浄化センター」
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本
町
へ
の
平
成　

年
度
配

２４

分
額
が
６
億
６
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
一
括
交
付
金
の
活

用
に
つ
い
て
。
児
童
の
中
に
は
、

L
D
等
の
発
達
障
が
い
が
あ
り

な
が
ら
も
、
普
通
学
級
で
学
ん

で
い
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
他

の
市
町
村
で
は
、
独
自
の
予
算

で
学
習
支
援
員
を
配
置
し
て
、

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
本
町
で
も
同
様

の
取
組
を
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

議
員
ご
指
摘
の
学

習
支
援
員
、
他
市
町
村
に
お
い

て
は
教
科
の
支
援
員
を
置
い
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
一

括
交
付
金
の
活
用
が
で
き
る
か

ど
う
か
、
町
長
部
局
と
も
相
談

し
な
が
ら
内
部
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

学
校
給
食
用
食
材
の
産

地
公
表
に
つ
い
て
は
、
本

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
生
鮮
品
や
青

果
類
、
加
工
品
に
つ
い
て
、
品

目
ご
と
の
産
地
公
表
が
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
保
護
者
か
ら
は
放

射
能
汚
染
を
心
配
す
る
声
が
あ

る
。
給
食
の
安
心
安
全
を
周
知

す
る
た
め
に
も
具
体
的
に
示
す

べ
き
だ
と
思
う
が
。

教
育
部
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

他
の
市
町
村
の
も
の
を
私
も
よ

く
見
て
お
り
ま
す
が
、
詳
し
く

品
名
（
産
地
）
が
書
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
再

度
、
所
長
と
相
談
し
て
具
体
的

な
も
の
が
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
は
有
償
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
利
用
者
か
ら
利
用

料
を
取
っ
て
運
営
し
て
い
る
。

生
活
困
窮
家
庭
で
は
、
そ
の
利

用
料
が
払
え
ず
、
利
用
で
き
な

い
で
い
る
と
い
う
声
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
町
と
し
て
無

料
サ
ポ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
券
の
発

行
等
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

福
祉
部
長　

利
用
料
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
１
時

間
当
り
四
百
円
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
生
活
困
窮
家
庭

に
対
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

委
託
先
の
労
福
協
が
発
行
し
て

い
る
子
育
て
支
援
チ
ケ
ッ
ト
が

利
用
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

児
童
館
は
す
べ
て
の
子

ど
も
が
無
料
で
利
用
で

き
る
施
設
で
あ
る
。
子
ど
も
の

放
課
後
の
居
場
所
と
し
て
健
全

育
成
の
中
心
的
な
役
割
を
果
し

て
い
る
。
西
原
町
内
の
す
べ
て

の
子
ど
も
が
等
し
く
福
祉
環
境

を
利
用
で
き
る
た
め
に
も
、
南

小
学
校
区
域
内
へ
の
児
童
館
の

設
置
は
必
要
で
あ
る
。

福
祉
部
長　

西
原
南
小
学
校
へ

の
児
童
館
の
設
置
は
重
要
課
題

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
補
助
メ

ニ
ュ
ー
が
な
く
悩
ん
で
い
た

が
、
一
括
交
付
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
た
の
で
、
こ
の
事
業
を
活

用
し
て
建
設
す
る
方
向
で
検
討

す
る
。

大城誠一　議員

◇一括交付金の活用

◇給食用食材の産地公表

◇ファミサポ事業

◇児童館の設置

ファミリーサポートセンター

中
央
公
民
館
の
役
割
と

利
用
状
況
は
。

教
育
部
長　

中
央
公
民
館
は
町

村
の
一
定
区
域
内
の
住
民
の
た

め
実
際
生
活
に
即
す
る
教
育
、

学
術
及
び
文
化
に
関
す
る
各
種

の
事
業
を
行
い
、
住
民
の
教
養

の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
情
操

の
純
化
を
図
り
、
生
活
文
化
の

振
興
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。
利
用
状
況
は
平
成　

年
度

２３

総
人
数
が
５
万
２
千
３
９
９
人

と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
の
補
修
、
利

用
者
の
対
応
は
。

教
育
部
長　

中
央
公
民
館
は
築

　

年
に
な
っ
て
居
り
ま
す
が
増

３４

改
築
に
つ
い
て
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
補
修
に
つ
い
て
は
談

話
室
及
び
廊
下

：

天
井
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
剥
離
に
よ
る
屋
根
修

繕
工
事
及
び
外
壁
の
亀
裂
な
ど

全
面
的
な
修
繕
工
事
及
び
防
水

工
事
を
補
正
予
算
計
上
し
て
居

り
ま
す
。
こ
の
修
繕
工
事
費
は

一
括
交
付
金
を
利
活
用
す
る
た

め
、
交
付
金
決
定
に
よ
っ
て
実

施
と
な
り
ま
す
。
利
用
者
へ
の

対
応
は
安
全
性
の
観
点
か
ら
、

現
在
談
話
室
や
大
ホ
ー
ル
へ
の

通
路
を
封
鎖
し
、
使
用
者
へ
の

貸
出
し
は
止
め
て
お
り
、
社
協
、

い
い
あ
ん
べ
ー
家
へ
移
動
し
て
、

事
業
を
展
開
し
て
居
り
ま
す
。

遊
休
地
解
消
と
対
策
に

つ
い
て
、
既
存
農
家
の
面

積
拡
大
、
協
力
体
制
も
必
要
と

考
え
る
が
。

建
設
部
長　

耕
作
放
棄
地
解
消

対
策
協
議
会
、
農
業
委
員
会
、

農
業
生
産
法
人
フ
ァ
ー
ム
と
の

連
携
を
図
り
、
生
産
法
人
西
原

フ
ァ
ー
ム
農
地
面
積
６
、
５
０

０
坪
を
解
消
し
て
居
り
ま
す
。

シ
マ
ニ
ン
ジ
ン
、
シ
マ
ネ
ギ
、

ニ
ガ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

ゴ
ー
ヤ
ー
を
基
本
に
し
、
作
付

が
な
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
既
存

農
家
へ
の
生
産
面
積
拡
大
に
も

呼
び
か
け
て
居
り
ま
す
。

農
業
法
人
の
設
立
以
来

の
取
組
み
は
。

建
設
部
長　

耕
作
放
棄
地
を
集

積
し
交
付
金
を
活
用
し
た
農
地

の
再
生
を
図
り
、
農
産
物
の
生

産
販
売
、
小
規
模
新
規
就
農
者

へ
農
作
業
委
託
業
務
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

島
菜
生
産
販
売
実
績
は
。

建
設
部
長　

昨
年
ま
で
栽
培
実

証
試
験
を
実
施
し
て
居
り
、
シ

マ
ナ
ー
の
販
売
は
し
て
お
ら
ず

加
工
原
料
な
ど
を
使
用
し
て
農

産
加
工
品
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で

の
試
会
を
と
お
し
て
、
活
動
P

R
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

農
産
物
の
直
売
の
計
画

は
。

建
設
部
長　

今
年
度
は
一
括
交

付
金
を
活
用
し
、
農
産
物
商
圏

調
査
を
行
い
、
場
所
の
選
定
を

行
い
平
成　

年
開
設
に
向
け
取

２５

組
ん
で
い
き
ま
す
。

大城好弘　議員

◇中央公民館補修費

　6,500万円工事時期が

不透明�

中央公民館ホール入口の現況
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超
高
齢
社
会
が
進
展
す

る
中
で
、
年
金
や
医
療
等

の
社
会
保
障
政
策
が
重
要
な
政

治
テ
ー
マ
に
浮
上
す
る
一
方
、

将
来
を
担
う
若
者
の
投
票
率
は

低
調
で
あ
り
ま
す
。

　

若
者
の
声
が
届
き
に
く
い
政

治
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

若
者
と
高
齢
者
の
現
状
を
踏

ま
え
て
、
社
会
保
障
制
度
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に

は
、
何
が
必
要
か
。

　

若
者
と
高
齢
者
の
差
は
歴
然

と
し
て
お
り
ま
す
。
総
務
省
に

よ
り
ま
す
と
、
２
０
１
０
年
の

参
議
員
選
挙
で
、
年
齢
別
投
票

率
は　

歳
か
ら　

歳
約　

％
で

２０

２４

３４

最
も
低
く　

歳
か
ら　

歳
が
約

６５

６９

　

％
で
最
も
高
く
な
っ
て
お
り

７８

ま
す
。
試
み
に
同
年
の
国
勢
調

査
を
も
と
に
投
票
人
数
を
計
算

し
て
み
る
と
、　

歳
か
ら　

歳

２０

２４

は
全
国
で
２
０
８
万
人
。　

歳
６５

か
ら　

歳
は
６
３
８
万
人
と
な

６９

り
、
投
票
人
数
に
３
倍
以
上
の

開
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研

究
所
に
よ
り
ま
す
と
、
高
齢
者

の
人
口
が
増
え
続
け
る
一
方
で

若
者
の
投
票
率
が
低
い
ま
ま
で

は
若
者
の
意
見
が
反
映
さ
れ
に

く
い
。
こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま

え
て
西
原
町
で
の
投
票
率
ア
ッ

プ
の
取
り
組
み
に
投
票
立
会
人

の
若
者
の
公
募
に
つ
い
て
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

投
票
立
会
人
の
若
者
の
公
募

は
現
在
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
選
挙
管
理
委
員
会
で
話

し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
年
前
の
県
議
選
の
投
票
率

は　

代　

％
、　

代
約　

％
、

２０

１３

３０

１７

　

代
約　

％
、　

代　

％
、、　

４０

１８

５０

２２

６０

代
約　

％
、　

代　

％
、　

代

１６

７０

１０

８０

約
４
％
、
一
番
高
い
の
が　

代
５０

で
す
。猛

暑
の
熱
中
症
対
策
や

地
球
温
暖
化
防
止
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
で
き
る
対
策
と
し

て
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
公
共
施

設
や
一
般
家
庭
へ
の
呼
び
か

け
、
苗
や
種
の
無
料
配
布
の
取

り
組
み
、
コ
ン
テ
ス
ト
や
収
穫

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
楽
し
み
な
が

ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　

緑
の
カ
ー
テ
ン
の

推
進
に
つ
い
て
、
当
初
事
業
計

画
で
特
に
予
定
は
な
く
６
月
半

ば
過
ぎ
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん

で
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
効
果
が
ど

う
図
っ
て
い
け
る
の
か
厳
し

い
。
し
か
し
効
果
に
つ
い
て
話

は
聞
い
て
い
ま
す
の
で
何
ら
か

の
形
で
啓
発
で
き
れ
ば
な
と
い

う
感
は
し
ま
す
。

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
も

何
度
か
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
実
施
も
考
え
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
。

産
業
課
長　

町
で
は
緊
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
の
必
要
性
を
念
頭

に
入
れ
な
が
ら
、
本
人
ま
た
地

域
で
支
え
る
方
々
が
そ
の
意
義

を
理
解
し
た
上
で
、
モ
デ
ル
地

区
を
選
定
し
て
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

長浜ひろみ　議員

◇若者の投票立会人の

　公募を

◇みどりのカーテン

◇緊急医療情報キット

緑のカーテン（町内）

６
月　

日
、
防
衛
省
が
オ

１３

ス
プ
レ
イ
配
備
の
米
軍

報
告
書
を
県
に
提
出
し
て
、
安

全
を
叫
ん
だ
翌
日
の
６
月　

日
１４

に
米
国
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
墜
落

事
故
が
発
生
し
た
。
爆
音
の
な

い
静
か
な
西
原
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
最
も
危
険
な
欠
陥
機
オ

ス
プ
レ
イ
の
普
天
間
飛
行
場
へ

の
配
備
に
反
対
す
べ
き
で
は
。

　

ま
た
、
県
が
平
成　

年
度
に

２３

実
施
し
た
西
原
町
に
お
け
る
米

軍
基
地
航
空
機
騒
音
実
態
調
査

の
結
果
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

町
長　

オ
ス
プ
レ
イ
は
こ
れ
ま

で
も
た
び
た
び
事
故
を
起
こ
し

て
い
る
。
今
年
の
４
月　

日
に

１１

も
ア
フ
リ
カ
の
北
部
の
モ
ロ
ッ

コ
で
合
同
演
習
の
最
中
で
墜
落

事
故
が
発
生
。
海
兵
隊
員
２
人

が
死
亡
、
２
人
の
重
傷
事
故
が

起
き
た
ば
か
り
だ
。
そ
の
後
６

月　

日
に
ア
メ
リ
カ
本
国
で
も

１４
墜
落
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
。

安
全
が
十
分
確
認
で
き
な
い
オ

ス
プ
レ
イ
を
普
天
間
飛
行
場
に

配
備
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。
断
固
反
対
し
て
い
く
。

総
務
部
長　

嘉
手
納
飛
行
場
及

び
普
天
間
飛
行
場
周
辺
の　

地
３０

点
の
う
ち
、
本
町
で
は
坂
田
小

学
校
と
西
原
東
中
学
校
の
２
地

点
を
実
施
し
て
い
る
。
騒
音
レ

ベ
ル
を
示
す
う
る
さ
さ
指
数
で

あ
る
W
値
は
、
い
ず
れ
も
住
宅

地
の
環
境
基
準
値　

以
内
、
そ

７０

れ
か
ら
地
域
類
型
指
定
当
て
は

め
の
目
安　

以
内
と
い
う
結
果

６５

で
あ
る
。
近
隣
の
中
城
村
上
原

で
は
W
値　

を
記
録
し
、
環
境

７１

基
準
を
超
過
し
て
お
り
、
本
町

上
原
地
区
等
で
も
何
ら
か
の
影

響
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

潜
在
的
待
機
児
童
数
は

何
名
か
。
ま
た
、
国
が
進

め
て
い
る
新
保
育
シ
ス
テ
ム
は

父
母
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る

か
。
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　

認
可
保
育
所
に
入

れ
な
い
児
童　

名
を
潜
在
的
待

４７

機
児
童
と
理
解
し
て
い
る
。
新

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
国
、
地
方
公
共
団
体
、
学
校

法
人
、
社
会
福
祉
法
人
に
加
え

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
株
式

会
社
、
N
P
O
法
人
な
ど
多
様

な
業
者
が
施
設
を
設
置
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
そ
こ
ら
あ
た
り

が
う
ま
く
行
き
、
量
的
な
拡
大

が
図
ら
れ
れ
ば
、
あ
る
一
定
の

待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な
が
る

の
で
父
母
の
期
待
に
こ
た
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
国
と
保
護
者
と
の
直

接
契
約
や
保
育
料
の
徴
収
と
い

う
面
で
は
、
各
社
会
福
祉
法
人

に
お
い
て
反
発
が
あ
る
と
い
う

こ
と
も
聞
い
て
い
る
。

梅
の
香
り
歌
碑
、
内
間
御

殿
、
ペ
リ
ー
の
野
外
キ
ャ

ン
プ
跡
、
幸
地
グ
ス
ク
、
歴
史

の
道
、
棚
原
グ
ス
ク
、
千
原
の

チ
ブ
川
な
ど
を
仮
称
「
歴
史
散

歩
」と
し
て
発
刊
す
る
考
え
は
。

教
育
部
長　

検
討
し
て
み
る
。

伊礼一美　議員

◇欠陥オスプレイの配備

に反対を！！

◇子育て支援の充実を

◇「歴史散歩」の発刊を

オスプレイ（米海軍公式ＨＰから）

問

問

問

問

問

問
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平
成　

年
度
末
及
び
直

２３

近
時
に
お
け
る
下
水
道

整
備
率
・
接
続
可
能
世
帯
数
・

接
続
世
帯
数
・
接
続
率
数
値
は
。

建
設
部
長　

下
水
道
整
備
率

　

・
９
％
、
接
続
可
能
世
帯
数

３４３
、
５
１
３
世
帯
、
接
続
世
帯

数
１
、
５
７
９
世
帯
、
接
続
率

　

・
９
％
。
次
に
直
近
時
に
お

４４け
る
数
値
は
下
水
道
整
備
率
が

　

・
３
％
、
接
続
可
能
世
帯
数

３６は
３
、
７
５
４
世
帯
、
接
続
世

帯
数
は
１
、
６
０
５
世
帯
、
接

続
率
は　

・
８
％
と
な
っ
て
お

４２

り
ま
す
。

下
水
道
整
備
率
の
伸
び

に
比
べ
て
接
続
世
帯
数

が
低
い
。
町
当
局
の
懸
命
な
接

続
推
進
の
取
り
組
み
に
も
拘
ら

ず
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
つ
い

て
こ
な
い
。
思
い
切
っ
て
接
続

推
進
の
た
め
に
接
続
費
の
一
部

を
助
成
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

か
。

建
設
部
長　

沖
縄
振
興
一
括
交

付
金
で
も
っ
て
何
ら
か
の
財
政

措
置
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
前
に
進
め

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

町
長　

下
水
道
接
続
率
は
ま
だ

ま
だ
低
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

県
内
の
他
の
自
治
体
で
も
課
題

で
首
長
の
皆
さ
ん
と
も
意
見
交

換
を
し
ま
す
が
解
決
策
が
見
出

せ
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。
本

県
は
異
民
族
支
配
下
の　

年
２７

間
、
社
会
資
本
整
備
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る

今
日
的
な
沖
縄
特
有
の
課
題
だ

と
い
う
捉
え
方
を
す
れ
ば
沖
縄

振
興
一
括
交
付
金
で
何
と
か
で

き
な
い
も
の
か
少
し
勉
強
さ
せ

て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
と
ぶ
き
プ
ラ
ン
２
０

１
２
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
で
認
知
症
対
策
推
進
を
重

点
事
項
と
し
て
取
り
組
む
と
し

て
い
る
。
取
り
組
み
の
内
容
は
。

福
祉
部
長　

一
点
目
に
、
認
知

症
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
正
し
い
情
報
を
広
報
誌

に
掲
載
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

付
を
行
い
知
識
の
普
及
啓
発
を

図
る
。
二
点
目
に
脳
血
管
性
認

知
症
等
の
原
因
と
な
る
点
の
予

防
に
取
り
組
む
。
三
点
目
に
、

認
知
症
に
関
す
る
地
域
の
相
談

窓
口
の
周
知
を
図
る
。
四
点
目

に
、
一
般
町
民
を
対
象
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
継
続

す
る
。
五
点
目
に
、
G
P
S
を

利
用
し
た
徘
徊
高
齢
者
家
族
支

援
事
業
等
家
族
介
護
者
を
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
検
討
を
行
な
う
。

認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
の
た
め
に
一
ヶ

所
施
設
整
備
を
図
る
と
し
て
い

る
。
具
体
的
な
内
容
は
。

福
祉
部
長　

開
設
に
向
け
て
、

平
成　

年
度
か
ら
具
体
的
な
検

２４

討
を
進
め
、
委
託
先
の
募
集
も

行
な
い
、
定
員
一
ユ
ニ
ッ
ト
９

名
を
予
定
し
た
地
域
密
着
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
平
成　

年
度

２６

に
一
ヶ
所
増
設
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

有田　力　議員

◇下水道接続に助成

措置を�

◇認知症対策にどう

取り組むのか

下水道工事（小波津団地）

平
園
地
域
で
道
路
が
狭

く
、
あ
る
い
は
道
路
が
な

く
て
、
住
宅
建
設
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

地
域
の
住
民
か
ら
苦
言
や
相
談

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
担
当

課
は
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
又
、
県
と
ど
の
よ
う
な
話
し

合
い
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
お

聞
き
し
ま
す
。

建
設
部
長　

平
園
地
域
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
お
答
え
致
し
ま

す
。
児
童
公
園
東
側
の
進
入
路

に
つ
き
ま
し
て
は
こ
れ
ま
で
も

い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ト
で
車
輌
の

進
入
で
き
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ

ず
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
住
宅
建
設
の
許
可
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
県
中
部
土

木
事
務
所
と
協
議
の
真
最
中
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
と
い
た

し
ま
し
て
も
緊
急
時
に
お
け
る

救
急
車
、
消
防
車
等
の
通
行
や

地
域
の
防
災
上
の
観
点
か
ら
、

ま
た
公
園
の
利
便
性
か
ら
も
今

年
度
公
園
の
西
側
で
予
定
し
て

お
り
ま
す
道
路
整
備
と
は
別
に

公
園
東
側
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

道
路
を
今
後
も
継
続
し
て
検
討

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

各
地
の
児
童
公
園
が
不

良
の
た
ま
り
場
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
坂
田
ハ
イ

ツ
の
下
の
公
園
は
道
路
か
ら
は

何
も
見
え
な
い
。
中
で
何
が
起

き
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
全

く
使
わ
れ
て
い
な
い
。
あ
あ
言

う
宝
の
持
ち
腐
れ
を
我
が
ま
ち

の
街
区
公
園
で
す
と
恥
か
し
く

て
言
え
ま
す
か
。
町
長
は
こ
の

問
題
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

町
長　

街
区
公
園
の
問
題
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
今
、
議
員
が
仰

せ
の
と
お
り
、
い
く
つ
か
の
地

域
で
児
童
公
園
、
街
区
公
園
が

問
題
が
あ
る
と
言
う
こ
と
で
地

域
住
民
か
ら
結
構
不
平
を
買
っ

て
い
る
実
態
も
こ
れ
事
実
で
あ

り
ま
す
。
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
な

施
設
で
あ
っ
た
は
ず
の
児
童
公

園
が
子
供
た
ち
が
な
か
な
か
遊

ん
で
も
ら
え
な
い
、
む
し
ろ
逆

に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
不
良
の

た
ま
り
場
に
な
っ
て
い
る
よ
う

な
声
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
耳
に

し
ま
す
。
も
う
一
度
こ
こ
に
立

ち
ど
ま
っ
て
総
点
検
を
や
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
原
幼
稚
園
の
遊
具
が

非
常
に
少
な
い
。
あ
の

ス
ペ
ー
ス
は
確
か
に
狭
い
の
で

限
界
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

な
ら
西
原
小
学
校
の
遊
具
整
備

と
言
う
こ
と
で
共
有
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
、
例
え
ば
幼
稚
園

に
ふ
さ
わ
し
い
遊
具
を
小
学
生

に
も
共
通
し
た
形
で
可
能
か
ど

う
か
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
部
長　

小
学
校
の
運
動
場

の
周
辺
に
小
学
校
低
学
年
と
幼

稚
園
生
が
共
有
出
来
る
遊
具
を

学
校
と
相
談
し
計
画
的
に
配
置

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前里光信　議員

◇平園地域の道路の件

◇児童公園の管理

◇西原幼稚園の遊具

遊具イメージ（西原南幼稚園）

問

問

問

問

問

問

問
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西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
が
制
定
さ
れ
、
従

来
の
総
合
計
画
策
定
の
義
務
付

け
が
無
く
な
り
、
町
民
、
事
業

者
、
議
会
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
の
下
に
こ
の
条
例
に
沿
っ

た
具
体
的
な
実
行
計
画
が
つ
く

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
策

定
は
何
時
か
。
町
長
の
公
約
を

反
映
す
る
の
で
あ
れ
ば
町
長
選

後
、
新
し
い
町
長
の
下
で
作
成

さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
い
の

か
。

総
務
部
長　

実
行
計
画
の
策
定

は
現
在
、
施
政
方
針
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
取
組
ん
で
い

る
。
毎
年
度
決
算
時
に
総
点
検

を
行
い
、随
時
見
直
し
を
行
な
っ

て
い
く
。
９
月
の
町
長
選
後
の

新
し
い
公
約
に
つ
い
て
も
、
施

政
方
針
を
通
し
て
計
画
に
反
映

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

町
の
第
三
次
総
合
計
画

が
前
年
度
で
終
了
。
そ

の
評
価
書
等
は
出
来
て
い
る
の

か
。
そ
の
評
価
は
新
た
な
計
画

に
反
映
さ
れ
る
か
。
町
長
の
任

期
の
４
年
ご
と
に
策
定
す
る
と

あ
る
が
そ
れ
は
時
の
町
長
に
義

務
付
け
ら
れ
る
の
か
。

総
務
部
長　

第
三
次
総
合
計
画

の
総
括
は
昨
年　

月
に
庁
内
全

１２

体
会
議
で
確
認
し
、
当
時
の
議

会
に
も
報
告
済
み
。
約
８
割
の

施
策
が
計
画
ど
お
り
進
み
、
実

行
計
画
の
中
に
も
引
続
き
位
置

付
け
を
し
て
い
く
。
４
年
ご
と

に
見
直
す
の
で
は
な
く
、
毎
年

次
の
町
長
の
施
政
方
針
と
整
合

さ
せ
向
こ
う
４
年
間
の
計
画
を

策
定
し
て
い
く
。
毎
年
ロ
ー
リ

ン
グ
を
考
え
て
い
る
。
今
後
の

財
政
見
直
し
の
上
で
も
重
要
な

計
画
で
あ
り
町
長
の
任
期
に
合

わ
せ
て
継
続
し
て
い
く
。

県
の
沖
縄　

世
紀
ビ

２１

ジ
ョ
ン
基
本
計
画
は
沖

縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金　

年
１０

間
の
制
度
と
一
致
。
沖
縄
だ
け

の
こ
の
一
括
交
付
金
制
度
は
、

ま
ず
こ
の
一
年
間
が
勝
負
。
今

後　

年
間
の
西
原
の
ま
ち
づ
く

１０
り
に
合
致
し
た
事
業
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長　

こ
の
一
括
交
付
金
は
あ

る
種
、
限
定
的
な
部
分
が
あ

る
。
沖
縄
振
興
の
為
の
交
付
金

で
、
沖
縄
ら
し
さ
、
沖
縄
特
有

の
個
別
的
な
課
題
等
を
解
決
す

る
上
で
有
効
に
活
用
す
る
、
所

謂
沖
縄　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
計
画

２１

に
付
随
す
る
施
策
に
な
る
。
今

後　

年
間
の
交
付
金
の
活
用
の

１０
仕
方
を
見
極
め
な
い
と
い
け
な

い
。
西
原
町
ら
し
さ
、
沖
縄
ら

し
さ
、
沖
縄
特
有
の
個
別
課
題

に
つ
い
て
、
今
後
し
っ
か
り
照

準
を
合
わ
せ
、
こ
の　

年
間
で

１０

盛
り
込
め
る
も
の
は
全
て
盛
り

込
む
意
気
込
み
で
取
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。

今
年
度
は
沖
縄
で
初
め

て
試
さ
れ
る
年
。
将
来

的
に
は
特
例
型
の
単
独
州
構
想

ま
で
見
据
え
る
考
え
は
。

町
長　

単
独
州
で
行
く
べ
き
は

当
然
。
私
も
取
組
ん
で
い
く
。

喜納昌盛　議員

◇まちづくり

町まちづくり基本条例紹介パンフから

西
原
町
が
将
来
、
歴
史
を

残
す
た
め
、
指
定
さ
れ
て

い
る
文
化
財
を
守
り
残
し
た
い

場
合
、
目
的
を
持
っ
た
土
地
に

も
一
括
交
付
金
は
使
え
る
か
。

総
務
部
長　

西
原
町
の
特
徴
、

例
え
ば
石
畳
と
か
、
こ
の
一
帯

の
歴
史
的
な
も
の
を
残
し
観
光

に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
よ
う

な
ス
ケ
ッ
チ
が
で
き
て
土
地
を

具
体
的
に
購
入
す
る
こ
と
で
あ

れ
ば
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
浦
西

駅
周
辺
の
都
市
整
備
計

画
に
つ
い
て
、
県
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
課
・
浦
添
市
・
西
原
町

と
の
進
捗
状
況
と
内
容
等
は
。

建
設
部
長　

沖
縄
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
ま
ち
づ
く
り
第
４
駅
周

辺
の
検
討
委
託
業
務
で
示
さ
れ

た
５
案
に
つ
い
て
。
隣
接
で
施

工
中
の
西
地
区
区
画
整
理
事
業

と
の
関
連
や
課
題
の
抽
出
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、

交
通
計
画
と
の
関
連
、
地
域
の

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
意
向
調

査
、
実
現
方
策
の
検
討
を
進
め

る
予
定
で
、
県
・
浦
添
市
・
西

原
町
と
合
同
の
検
討
会
議
を
数

回
に
わ
た
り
行
い
、
ま
ち
づ
く

り
構
想
を
作
成
し
て
お
り
、
今

年
度
は
一
括
交
付
金
を
活
用
し

て
西
原
町
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
調
査
を
進
め
る
中
で
西
原
町

に
お
け
る
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
検
討
を
し
た
い
。

墓
地
区
域
や
墓
地
禁
止

区
域
の
指
定
に
つ
い
て
、

区
域
設
定
に
関
す
る
規
定
を
含

む
条
例
制
定
に
対
す
る
取
り
組

み
は
。

総
務
部
長　

平
成　

年
度
中
に

２４

墓
地
経
営
等
に
関
す
る
許
認
可

事
務
等
に
か
か
わ
る
規
定
を
制

定
し
、
墓
地
区
域
や
墓
地
禁
止

区
域
の
指
定
を
含
め
て
、
条
例

の
中
で
整
備
を
し
て
い
く
。

沖
縄
県
の
所
轄
で
あ
る

下
水
道
管
理
事
務
所
の

西
原
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
愛
称
は

「
み
ず
ク
リ
ン
西
原
」
と
い
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
放
流
し

て
い
る
処
理
水
を
再
利
用
に
取

り
組
む
考
え
は
西
原
町
と
し
て

あ
る
か
。

建
設
部
長　

西
原
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
放
流
水
再
利
用
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
は
水
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
渇
水
対
策

に
効
果
の
あ
る
事
業
だ
と
考
え

て
お
り
、
今
後
の
社
会
情
勢
や

整
備
状
況
さ
ら
に
は
再
生
水
の

需
要
等
も
勘
案
し
な
が
ら
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
内
の
修
繕
が
必
要
な

橋
梁
等
と
場
所
は
。

建
設
部
長　

要
管
理
対
策
が
必

要
な
橋
梁
は
９
橋
で
、
う
ち
８

橋
が
定
期
的
な
目
視
点
検
が
必

要
で
、
１
橋
が
交
通
規
制
や
注

意
喚
起
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
、
場
所
に
つ
い
て
は
、
小
那

覇
と
兼
久
が
２
橋
、
桃
原
、
与

那
城
、
小
波
津
、
森
川
、
我
謝

が
各
１
橋
と
な
っ
て
い
る
。

伊波時男　議員

◇西原町の将来�

　まちづくりは

「みずクリン西原」こと「西原浄化センター」
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本
町
へ
の
平
成　

年
度
配

２４

分
額
が
６
億
６
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
一
括
交
付
金
の
活

用
に
つ
い
て
。
児
童
の
中
に
は
、

L
D
等
の
発
達
障
が
い
が
あ
り

な
が
ら
も
、
普
通
学
級
で
学
ん

で
い
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
他

の
市
町
村
で
は
、
独
自
の
予
算

で
学
習
支
援
員
を
配
置
し
て
、

学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
本
町
で
も
同
様

の
取
組
を
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

議
員
ご
指
摘
の
学

習
支
援
員
、
他
市
町
村
に
お
い

て
は
教
科
の
支
援
員
を
置
い
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
一

括
交
付
金
の
活
用
が
で
き
る
か

ど
う
か
、
町
長
部
局
と
も
相
談

し
な
が
ら
内
部
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

学
校
給
食
用
食
材
の
産

地
公
表
に
つ
い
て
は
、
本

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
生
鮮
品
や
青

果
類
、
加
工
品
に
つ
い
て
、
品

目
ご
と
の
産
地
公
表
が
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
保
護
者
か
ら
は
放

射
能
汚
染
を
心
配
す
る
声
が
あ

る
。
給
食
の
安
心
安
全
を
周
知

す
る
た
め
に
も
具
体
的
に
示
す

べ
き
だ
と
思
う
が
。

教
育
部
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

他
の
市
町
村
の
も
の
を
私
も
よ

く
見
て
お
り
ま
す
が
、
詳
し
く

品
名
（
産
地
）
が
書
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
再

度
、
所
長
と
相
談
し
て
具
体
的

な
も
の
が
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
は
有
償
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
利
用
者
か
ら
利
用

料
を
取
っ
て
運
営
し
て
い
る
。

生
活
困
窮
家
庭
で
は
、
そ
の
利

用
料
が
払
え
ず
、
利
用
で
き
な

い
で
い
る
と
い
う
声
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
本
町
と
し
て
無

料
サ
ポ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
券
の
発

行
等
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

福
祉
部
長　

利
用
料
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
１
時

間
当
り
四
百
円
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
生
活
困
窮
家
庭

に
対
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

委
託
先
の
労
福
協
が
発
行
し
て

い
る
子
育
て
支
援
チ
ケ
ッ
ト
が

利
用
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

児
童
館
は
す
べ
て
の
子

ど
も
が
無
料
で
利
用
で

き
る
施
設
で
あ
る
。
子
ど
も
の

放
課
後
の
居
場
所
と
し
て
健
全

育
成
の
中
心
的
な
役
割
を
果
し

て
い
る
。
西
原
町
内
の
す
べ
て

の
子
ど
も
が
等
し
く
福
祉
環
境

を
利
用
で
き
る
た
め
に
も
、
南

小
学
校
区
域
内
へ
の
児
童
館
の

設
置
は
必
要
で
あ
る
。

福
祉
部
長　

西
原
南
小
学
校
へ

の
児
童
館
の
設
置
は
重
要
課
題

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
補
助
メ

ニ
ュ
ー
が
な
く
悩
ん
で
い
た

が
、
一
括
交
付
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
た
の
で
、
こ
の
事
業
を
活

用
し
て
建
設
す
る
方
向
で
検
討

す
る
。

大城誠一　議員

◇一括交付金の活用

◇給食用食材の産地公表

◇ファミサポ事業

◇児童館の設置

ファミリーサポートセンター

中
央
公
民
館
の
役
割
と

利
用
状
況
は
。

教
育
部
長　

中
央
公
民
館
は
町

村
の
一
定
区
域
内
の
住
民
の
た

め
実
際
生
活
に
即
す
る
教
育
、

学
術
及
び
文
化
に
関
す
る
各
種

の
事
業
を
行
い
、
住
民
の
教
養

の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
情
操

の
純
化
を
図
り
、
生
活
文
化
の

振
興
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。
利
用
状
況
は
平
成　

年
度

２３

総
人
数
が
５
万
２
千
３
９
９
人

と
な
っ
て
居
り
ま
す
。

中
央
公
民
館
の
補
修
、
利

用
者
の
対
応
は
。

教
育
部
長　

中
央
公
民
館
は
築

　

年
に
な
っ
て
居
り
ま
す
が
増

３４

改
築
に
つ
い
て
の
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
補
修
に
つ
い
て
は
談

話
室
及
び
廊
下

：

天
井
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
剥
離
に
よ
る
屋
根
修

繕
工
事
及
び
外
壁
の
亀
裂
な
ど

全
面
的
な
修
繕
工
事
及
び
防
水

工
事
を
補
正
予
算
計
上
し
て
居

り
ま
す
。
こ
の
修
繕
工
事
費
は

一
括
交
付
金
を
利
活
用
す
る
た

め
、
交
付
金
決
定
に
よ
っ
て
実

施
と
な
り
ま
す
。
利
用
者
へ
の

対
応
は
安
全
性
の
観
点
か
ら
、

現
在
談
話
室
や
大
ホ
ー
ル
へ
の

通
路
を
封
鎖
し
、
使
用
者
へ
の

貸
出
し
は
止
め
て
お
り
、
社
協
、

い
い
あ
ん
べ
ー
家
へ
移
動
し
て
、

事
業
を
展
開
し
て
居
り
ま
す
。

遊
休
地
解
消
と
対
策
に

つ
い
て
、
既
存
農
家
の
面

積
拡
大
、
協
力
体
制
も
必
要
と

考
え
る
が
。

建
設
部
長　

耕
作
放
棄
地
解
消

対
策
協
議
会
、
農
業
委
員
会
、

農
業
生
産
法
人
フ
ァ
ー
ム
と
の

連
携
を
図
り
、
生
産
法
人
西
原

フ
ァ
ー
ム
農
地
面
積
６
、
５
０

０
坪
を
解
消
し
て
居
り
ま
す
。

シ
マ
ニ
ン
ジ
ン
、
シ
マ
ネ
ギ
、

ニ
ガ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

ゴ
ー
ヤ
ー
を
基
本
に
し
、
作
付

が
な
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
既
存

農
家
へ
の
生
産
面
積
拡
大
に
も

呼
び
か
け
て
居
り
ま
す
。

農
業
法
人
の
設
立
以
来

の
取
組
み
は
。

建
設
部
長　

耕
作
放
棄
地
を
集

積
し
交
付
金
を
活
用
し
た
農
地

の
再
生
を
図
り
、
農
産
物
の
生

産
販
売
、
小
規
模
新
規
就
農
者

へ
農
作
業
委
託
業
務
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

島
菜
生
産
販
売
実
績
は
。

建
設
部
長　

昨
年
ま
で
栽
培
実

証
試
験
を
実
施
し
て
居
り
、
シ

マ
ナ
ー
の
販
売
は
し
て
お
ら
ず

加
工
原
料
な
ど
を
使
用
し
て
農

産
加
工
品
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で

の
試
会
を
と
お
し
て
、
活
動
P

R
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

農
産
物
の
直
売
の
計
画

は
。

建
設
部
長　

今
年
度
は
一
括
交

付
金
を
活
用
し
、
農
産
物
商
圏

調
査
を
行
い
、
場
所
の
選
定
を

行
い
平
成　

年
開
設
に
向
け
取

２５

組
ん
で
い
き
ま
す
。

大城好弘　議員

◇中央公民館補修費

　6,500万円工事時期が

不透明�

中央公民館ホール入口の現況
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超
高
齢
社
会
が
進
展
す

る
中
で
、
年
金
や
医
療
等

の
社
会
保
障
政
策
が
重
要
な
政

治
テ
ー
マ
に
浮
上
す
る
一
方
、

将
来
を
担
う
若
者
の
投
票
率
は

低
調
で
あ
り
ま
す
。

　

若
者
の
声
が
届
き
に
く
い
政

治
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

若
者
と
高
齢
者
の
現
状
を
踏

ま
え
て
、
社
会
保
障
制
度
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に

は
、
何
が
必
要
か
。

　

若
者
と
高
齢
者
の
差
は
歴
然

と
し
て
お
り
ま
す
。
総
務
省
に

よ
り
ま
す
と
、
２
０
１
０
年
の

参
議
員
選
挙
で
、
年
齢
別
投
票

率
は　

歳
か
ら　

歳
約　

％
で

２０

２４

３４

最
も
低
く　

歳
か
ら　

歳
が
約

６５

６９

　

％
で
最
も
高
く
な
っ
て
お
り

７８

ま
す
。
試
み
に
同
年
の
国
勢
調

査
を
も
と
に
投
票
人
数
を
計
算

し
て
み
る
と
、　

歳
か
ら　

歳

２０

２４

は
全
国
で
２
０
８
万
人
。　

歳
６５

か
ら　

歳
は
６
３
８
万
人
と
な

６９

り
、
投
票
人
数
に
３
倍
以
上
の

開
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研

究
所
に
よ
り
ま
す
と
、
高
齢
者

の
人
口
が
増
え
続
け
る
一
方
で

若
者
の
投
票
率
が
低
い
ま
ま
で

は
若
者
の
意
見
が
反
映
さ
れ
に

く
い
。
こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま

え
て
西
原
町
で
の
投
票
率
ア
ッ

プ
の
取
り
組
み
に
投
票
立
会
人

の
若
者
の
公
募
に
つ
い
て
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

投
票
立
会
人
の
若
者
の
公
募

は
現
在
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
選
挙
管
理
委
員
会
で
話

し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
年
前
の
県
議
選
の
投
票
率

は　

代　

％
、　

代
約　

％
、

２０

１３

３０

１７

　

代
約　

％
、　

代　

％
、、　

４０

１８

５０

２２

６０

代
約　

％
、　

代　

％
、　

代

１６

７０

１０

８０

約
４
％
、
一
番
高
い
の
が　

代
５０

で
す
。猛

暑
の
熱
中
症
対
策
や

地
球
温
暖
化
防
止
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
で
き
る
対
策
と
し

て
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
公
共
施

設
や
一
般
家
庭
へ
の
呼
び
か

け
、
苗
や
種
の
無
料
配
布
の
取

り
組
み
、
コ
ン
テ
ス
ト
や
収
穫

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
楽
し
み
な
が

ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

総
務
部
長　

緑
の
カ
ー
テ
ン
の

推
進
に
つ
い
て
、
当
初
事
業
計

画
で
特
に
予
定
は
な
く
６
月
半

ば
過
ぎ
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん

で
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
効
果
が
ど

う
図
っ
て
い
け
る
の
か
厳
し

い
。
し
か
し
効
果
に
つ
い
て
話

は
聞
い
て
い
ま
す
の
で
何
ら
か

の
形
で
啓
発
で
き
れ
ば
な
と
い

う
感
は
し
ま
す
。

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
も

何
度
か
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
実
施
も
考
え
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
が
。

産
業
課
長　

町
で
は
緊
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
の
必
要
性
を
念
頭

に
入
れ
な
が
ら
、
本
人
ま
た
地

域
で
支
え
る
方
々
が
そ
の
意
義

を
理
解
し
た
上
で
、
モ
デ
ル
地

区
を
選
定
し
て
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

長浜ひろみ　議員

◇若者の投票立会人の

　公募を

◇みどりのカーテン

◇緊急医療情報キット

緑のカーテン（町内）

６
月　

日
、
防
衛
省
が
オ

１３

ス
プ
レ
イ
配
備
の
米
軍

報
告
書
を
県
に
提
出
し
て
、
安

全
を
叫
ん
だ
翌
日
の
６
月　

日
１４

に
米
国
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
墜
落

事
故
が
発
生
し
た
。
爆
音
の
な

い
静
か
な
西
原
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
最
も
危
険
な
欠
陥
機
オ

ス
プ
レ
イ
の
普
天
間
飛
行
場
へ

の
配
備
に
反
対
す
べ
き
で
は
。

　

ま
た
、
県
が
平
成　

年
度
に

２３

実
施
し
た
西
原
町
に
お
け
る
米

軍
基
地
航
空
機
騒
音
実
態
調
査

の
結
果
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

町
長　

オ
ス
プ
レ
イ
は
こ
れ
ま

で
も
た
び
た
び
事
故
を
起
こ
し

て
い
る
。
今
年
の
４
月　

日
に

１１

も
ア
フ
リ
カ
の
北
部
の
モ
ロ
ッ

コ
で
合
同
演
習
の
最
中
で
墜
落

事
故
が
発
生
。
海
兵
隊
員
２
人

が
死
亡
、
２
人
の
重
傷
事
故
が

起
き
た
ば
か
り
だ
。
そ
の
後
６

月　

日
に
ア
メ
リ
カ
本
国
で
も

１４
墜
落
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
。

安
全
が
十
分
確
認
で
き
な
い
オ

ス
プ
レ
イ
を
普
天
間
飛
行
場
に

配
備
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。
断
固
反
対
し
て
い
く
。

総
務
部
長　

嘉
手
納
飛
行
場
及

び
普
天
間
飛
行
場
周
辺
の　

地
３０

点
の
う
ち
、
本
町
で
は
坂
田
小

学
校
と
西
原
東
中
学
校
の
２
地

点
を
実
施
し
て
い
る
。
騒
音
レ

ベ
ル
を
示
す
う
る
さ
さ
指
数
で

あ
る
W
値
は
、
い
ず
れ
も
住
宅

地
の
環
境
基
準
値　

以
内
、
そ

７０

れ
か
ら
地
域
類
型
指
定
当
て
は

め
の
目
安　

以
内
と
い
う
結
果

６５

で
あ
る
。
近
隣
の
中
城
村
上
原

で
は
W
値　

を
記
録
し
、
環
境

７１

基
準
を
超
過
し
て
お
り
、
本
町

上
原
地
区
等
で
も
何
ら
か
の
影

響
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

潜
在
的
待
機
児
童
数
は

何
名
か
。
ま
た
、
国
が
進

め
て
い
る
新
保
育
シ
ス
テ
ム
は

父
母
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る

か
。
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　

認
可
保
育
所
に
入

れ
な
い
児
童　

名
を
潜
在
的
待

４７

機
児
童
と
理
解
し
て
い
る
。
新

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
国
、
地
方
公
共
団
体
、
学
校

法
人
、
社
会
福
祉
法
人
に
加
え

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
株
式

会
社
、
N
P
O
法
人
な
ど
多
様

な
業
者
が
施
設
を
設
置
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
そ
こ
ら
あ
た
り

が
う
ま
く
行
き
、
量
的
な
拡
大

が
図
ら
れ
れ
ば
、
あ
る
一
定
の

待
機
児
童
の
解
消
に
つ
な
が
る

の
で
父
母
の
期
待
に
こ
た
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
国
と
保
護
者
と
の
直

接
契
約
や
保
育
料
の
徴
収
と
い

う
面
で
は
、
各
社
会
福
祉
法
人

に
お
い
て
反
発
が
あ
る
と
い
う

こ
と
も
聞
い
て
い
る
。

梅
の
香
り
歌
碑
、
内
間
御

殿
、
ペ
リ
ー
の
野
外
キ
ャ

ン
プ
跡
、
幸
地
グ
ス
ク
、
歴
史

の
道
、
棚
原
グ
ス
ク
、
千
原
の

チ
ブ
川
な
ど
を
仮
称
「
歴
史
散

歩
」と
し
て
発
刊
す
る
考
え
は
。

教
育
部
長　

検
討
し
て
み
る
。

伊礼一美　議員

◇欠陥オスプレイの配備

に反対を！！

◇子育て支援の充実を

◇「歴史散歩」の発刊を

オスプレイ（米海軍公式ＨＰから）
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平
成　

年
度
末
及
び
直

２３

近
時
に
お
け
る
下
水
道

整
備
率
・
接
続
可
能
世
帯
数
・

接
続
世
帯
数
・
接
続
率
数
値
は
。

建
設
部
長　

下
水
道
整
備
率

　

・
９
％
、
接
続
可
能
世
帯
数

３４３
、
５
１
３
世
帯
、
接
続
世
帯

数
１
、
５
７
９
世
帯
、
接
続
率

　

・
９
％
。
次
に
直
近
時
に
お

４４け
る
数
値
は
下
水
道
整
備
率
が

　

・
３
％
、
接
続
可
能
世
帯
数

３６は
３
、
７
５
４
世
帯
、
接
続
世

帯
数
は
１
、
６
０
５
世
帯
、
接

続
率
は　

・
８
％
と
な
っ
て
お

４２

り
ま
す
。

下
水
道
整
備
率
の
伸
び

に
比
べ
て
接
続
世
帯
数

が
低
い
。
町
当
局
の
懸
命
な
接

続
推
進
の
取
り
組
み
に
も
拘
ら

ず
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
つ
い

て
こ
な
い
。
思
い
切
っ
て
接
続

推
進
の
た
め
に
接
続
費
の
一
部

を
助
成
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

か
。

建
設
部
長　

沖
縄
振
興
一
括
交

付
金
で
も
っ
て
何
ら
か
の
財
政

措
置
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
前
に
進
め

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

町
長　

下
水
道
接
続
率
は
ま
だ

ま
だ
低
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

県
内
の
他
の
自
治
体
で
も
課
題

で
首
長
の
皆
さ
ん
と
も
意
見
交

換
を
し
ま
す
が
解
決
策
が
見
出

せ
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。
本

県
は
異
民
族
支
配
下
の　

年
２７

間
、
社
会
資
本
整
備
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る

今
日
的
な
沖
縄
特
有
の
課
題
だ

と
い
う
捉
え
方
を
す
れ
ば
沖
縄

振
興
一
括
交
付
金
で
何
と
か
で

き
な
い
も
の
か
少
し
勉
強
さ
せ

て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
と
ぶ
き
プ
ラ
ン
２
０

１
２
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
で
認
知
症
対
策
推
進
を
重

点
事
項
と
し
て
取
り
組
む
と
し

て
い
る
。
取
り
組
み
の
内
容
は
。

福
祉
部
長　

一
点
目
に
、
認
知

症
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
正
し
い
情
報
を
広
報
誌

に
掲
載
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配

付
を
行
い
知
識
の
普
及
啓
発
を

図
る
。
二
点
目
に
脳
血
管
性
認

知
症
等
の
原
因
と
な
る
点
の
予

防
に
取
り
組
む
。
三
点
目
に
、

認
知
症
に
関
す
る
地
域
の
相
談

窓
口
の
周
知
を
図
る
。
四
点
目

に
、
一
般
町
民
を
対
象
に
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
継
続

す
る
。
五
点
目
に
、
G
P
S
を

利
用
し
た
徘
徊
高
齢
者
家
族
支

援
事
業
等
家
族
介
護
者
を
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
検
討
を
行
な
う
。

認
知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
の
た
め
に
一
ヶ

所
施
設
整
備
を
図
る
と
し
て
い

る
。
具
体
的
な
内
容
は
。

福
祉
部
長　

開
設
に
向
け
て
、

平
成　

年
度
か
ら
具
体
的
な
検

２４

討
を
進
め
、
委
託
先
の
募
集
も

行
な
い
、
定
員
一
ユ
ニ
ッ
ト
９

名
を
予
定
し
た
地
域
密
着
型
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
平
成　

年
度

２６

に
一
ヶ
所
増
設
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

有田　力　議員

◇下水道接続に助成

措置を�

◇認知症対策にどう

取り組むのか

下水道工事（小波津団地）

平
園
地
域
で
道
路
が
狭

く
、
あ
る
い
は
道
路
が
な

く
て
、
住
宅
建
設
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

地
域
の
住
民
か
ら
苦
言
や
相
談

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
担
当

課
は
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
又
、
県
と
ど
の
よ
う
な
話
し

合
い
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
お

聞
き
し
ま
す
。

建
設
部
長　

平
園
地
域
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
お
答
え
致
し
ま

す
。
児
童
公
園
東
側
の
進
入
路

に
つ
き
ま
し
て
は
こ
れ
ま
で
も

い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ト
で
車
輌
の

進
入
で
き
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の

検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ

ず
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
住
宅
建
設
の
許
可
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
県
中
部
土

木
事
務
所
と
協
議
の
真
最
中
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
と
い
た

し
ま
し
て
も
緊
急
時
に
お
け
る

救
急
車
、
消
防
車
等
の
通
行
や

地
域
の
防
災
上
の
観
点
か
ら
、

ま
た
公
園
の
利
便
性
か
ら
も
今

年
度
公
園
の
西
側
で
予
定
し
て

お
り
ま
す
道
路
整
備
と
は
別
に

公
園
東
側
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

道
路
を
今
後
も
継
続
し
て
検
討

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

各
地
の
児
童
公
園
が
不

良
の
た
ま
り
場
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
坂
田
ハ
イ

ツ
の
下
の
公
園
は
道
路
か
ら
は

何
も
見
え
な
い
。
中
で
何
が
起

き
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
全

く
使
わ
れ
て
い
な
い
。
あ
あ
言

う
宝
の
持
ち
腐
れ
を
我
が
ま
ち

の
街
区
公
園
で
す
と
恥
か
し
く

て
言
え
ま
す
か
。
町
長
は
こ
の

問
題
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

町
長　

街
区
公
園
の
問
題
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
今
、
議
員
が
仰

せ
の
と
お
り
、
い
く
つ
か
の
地

域
で
児
童
公
園
、
街
区
公
園
が

問
題
が
あ
る
と
言
う
こ
と
で
地

域
住
民
か
ら
結
構
不
平
を
買
っ

て
い
る
実
態
も
こ
れ
事
実
で
あ

り
ま
す
。
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
な

施
設
で
あ
っ
た
は
ず
の
児
童
公

園
が
子
供
た
ち
が
な
か
な
か
遊

ん
で
も
ら
え
な
い
、
む
し
ろ
逆

に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
不
良
の

た
ま
り
場
に
な
っ
て
い
る
よ
う

な
声
が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
耳
に

し
ま
す
。
も
う
一
度
こ
こ
に
立

ち
ど
ま
っ
て
総
点
検
を
や
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
原
幼
稚
園
の
遊
具
が

非
常
に
少
な
い
。
あ
の

ス
ペ
ー
ス
は
確
か
に
狭
い
の
で

限
界
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

な
ら
西
原
小
学
校
の
遊
具
整
備

と
言
う
こ
と
で
共
有
で
き
る
と

思
い
ま
す
が
、
例
え
ば
幼
稚
園

に
ふ
さ
わ
し
い
遊
具
を
小
学
生

に
も
共
通
し
た
形
で
可
能
か
ど

う
か
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
部
長　

小
学
校
の
運
動
場

の
周
辺
に
小
学
校
低
学
年
と
幼

稚
園
生
が
共
有
出
来
る
遊
具
を

学
校
と
相
談
し
計
画
的
に
配
置

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

前里光信　議員

◇平園地域の道路の件

◇児童公園の管理

◇西原幼稚園の遊具

遊具イメージ（西原南幼稚園）
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